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みなさんのご意見をお寄せください

平成２４年所得税確定申告書の

無料相談会および自書申告説明会

印西クリーンセンター次期中間処理施設

移転計画白紙撤回の申し入れ

…２

…３

…４

主 な 内 容

新
春
の
ご
あ
い
さ

 新
春
の
ご
あ
い
さ
つつ

印
西
市
長
　
板
倉
正
直

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
わ
た
く
し
自
身
、
み
な
さ
ま
か
ら

の
多
く
の
ご
期
待
・
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
市
長
と
し
て
就
任
後
初
め
て

の
新
年
を
迎
え
、
あ
ら
た
め
て
そ
の

重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
就
任
直
後
か
ら
、
市
の

山
積
し
て
い
る
数
々
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
中
で
も
わ
た

く
し
の
公
約
の
第
一
番
目
に
掲
げ
た

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期
中
間
処
理

　
ま
た
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
9
住

区
に
は
、
大
型
商
業
施
設
の
開
業
、

い
に
は
野
地
区
へ
の
ス
ー
パ
ー
の
開

店
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
は

も
と
よ
り
、
市
内
外
か
ら
も
多
く
の

集
客
が
見
込
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
地
域
の
活
性
化
や
、
雇
用
機

会
の
拡
大
に
お
い
て
も
大
い
に
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
末
に
は
千
葉
ニ
ュ
ー

25

タ
ウ
ン
事
業
の
収
束
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
も
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
印

西
の
た
め
に
「
市
民
目
線
」
を
市
政

の
基
本
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

施
設
の
9
住
区
へ
の
移
転
計
画
白
紙

撤
回
は
、
地
域
住
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

に
対
し
、
正
式
に
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
組
合
で
次
期
中

間
処
理
施
設
の
整
備
を
あ
ら
た
め
て

進
め
、
同
時
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
二
次
救
急
病

院
の
整
備
や
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ

な
ど
も
、
適
宜
関
係
機
関
に
働
き
か

け
を
行
い
、
実
現
に
向
け
力
強
く
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
印

旛
高
校
跡
地
や
、
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
周
辺

の
整
備
に
つ
い
て
、
詳
細
な
設
計
や

整
備
工
事
な
ど
、
具
体
的
に
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

印
西
市
議
会
議
長
　
金
丸
和
史

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
た
平

成
　
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

25
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
議
会
運
営
に
つ
い
て

は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
国
際
政
治
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

に
立
ち
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
た
上

で
、
的
確
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、

執
行
部
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、『
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
』
と
な
る
よ
う
、
議
会
中
継
の
導

入
、
議
員
の
出
欠
の
議
会
だ
よ
り
へ

の
掲
載
な
ど
の
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
年
は
、
各
議
員
の
議

案
に
対
す
る
賛
否
が
一
目
で
わ
か
る

よ
う
「
表
決
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

ま
す
。

　
本
年
は
″
巳
年
〟
で
す
。
一
回
り

も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
す
べ
く

『
脱
皮
』
し
、
供
更
な
る
議
会
改
革
の

年
僑
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
印
西
市

議
会
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
世
界
の
主

要
な
国
々
で
は
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
様
に
日
本
に
お
い
て
も
、
総
選

挙
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
昨
年
7
月
に
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
板
倉
正
直
氏
が
初
当

選
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
第
1
次
基
本
計

25

画
の
2
年
目
と
な
り
「
ひ
と
　
ま
ち

　
自
然
が
輝
く
　
い
ん
ざ
い
」
の
実

現
に
向
け
た
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
白
紙
撤

回
後
の
検
討
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

事
業
の
収
束
、
北
総
鉄
道
の
運
賃
の

問
題
や
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

な
ど
、
当
市
を
取
り
巻
く
状
況
に
お

い
て
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
、
議
会
も

「
議
事
機
関
」
と
し
て
、
住
民
の
立
場

　珂ハルディン（竹袋）が
第51回 農林水産祭で「天皇杯」を受賞

　農林水産業と食に対する認識を深め、農林水産業者の技術改善・
経営発展の意欲を高めるため、農林水産省と苛 日本農林漁業振興
会で共催される「農林水産祭」。この中で、珂ハルディン（竹袋）が、
園芸部門で「天皇杯」を受賞しました。
　同社は、過去1年間（平成23年8月～平成24年7月）の農林水
産祭参加表彰行事（278件）で、農林水産大臣賞を受賞した476点
（『広報いんざい』5月15日号で紹介）の中から見事受賞。ガーデニ
ング用花苗の効果的な販売戦略や、セル形成苗による育苗・接ぎ木
ロボット・販売在庫管理システムなどの高い技術力と新技術の導
入が特色として挙げられ「ほかの生産者に技術の革新を促し、消費
者には園芸の楽しみ方などを提示した」と高い評価を得ました。
　代表の篠原茂氏は「一生の仕事として続けてきたことが評価さ
れ、とてもうれしい」と受賞の感想を述べました。また、今後の抱負
として「社内だけでなく、広い意味でも次世代の農業の担い手の育
成を目指したい」とコメント。さらに「まだ、構想の段階ですが、遠
距離の販売先でも対応可能なネットマーケティングの強化や、海
外をも視野に入れた長期的かつグローバルな市場の確保を考える
時期に来ている」と語りました。　

滑天皇杯を手にする篠原茂氏
（左）と雄一氏
【上写真】同社の農場

▲印旛沼に登る初日の出。今年も印西市にさらなる輝きを！（写真提供：笠井幸夫氏）
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「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
月
　
日
に
実
施
し
ま
し
た
平
成

11

18

　
年
度
「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
に

24は
、
町
内
会
・
自
治
会
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
、
子
供
会
、
事
業
所
な
ど
当
日

実
施
の
1
6
6
団
体
、
約
1
1
街
0

0
0
人
、
ま
た
、
別
日
実
施
の
8
団

体
、
約
3
5
0
人
の
み
な
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
朝

早
く
か
ら
道
路
脇
な
ど
に
散
乱
し
た

ご
み
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
、
集
め

ら
れ
た
ご
み
の
量
は
、
約
　
ト
ン
に

17

も
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
ご
み
は
、
み
だ
り
に
捨
て
ず
一
人

ひ
と
り
が
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
1
月
曜
日
を
ク

リ
ー
ン
印
西
推
進
運
動
の
実
施
日
と

し
て
、
各
種
団
体
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
散
乱
ご
み
の
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
街
に
す
る
た
め
に
、
今

後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

平成２５年（２０１３）１月１日号（２）

次
の
3
つ
を
基
本
方
針
に
掲
げ
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
基
本
方
針
1

　
学
ぶ
・
活
か
す
楽
し
い
学
習
（
生

涯
学
習
活
動
の
支
援
）

　
学
び
の
き
っ
か
け
と
な
る
生
涯
学

習
情
報
を
広
く
収
集
・
提
供
し
、
公

民
館
や
図
書
館
、
地
域
の
集
会
所
な

ど
で
、
生
活
環
境
、
健
康
福
祉
、
産

業
振
興
、
教
育
・
文
化
、
都
市
基
盤
、

住
民
自
治
・
協
働
・
行
財
政
と
い
っ

た
内
容
の
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
な
ど
と
の

を
通
じ
た
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
親
子
が
幸
せ
に
育
つ
家
庭
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

●
基
本
方
針
3

　
守
り
・
育
て
る
印
西
の
文
化
（
文

化
の
保
護
と
振
興
）

　
市
民
が
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
、
市
民
文
化
祭

な
ど
の
発
表
の
場
を
提
供
し
て
、
豊

か
な
心
や
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着

心
を
育
む
文
化
・
芸
術
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
県
の
指
定
を
受
け
た

有
形
・
無
形
の
文
化
財
や
伝
統
芸
能

と
い
う
ふ
る
さ
と
の
歴
史
・
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
文
化
財
の

保
護
・
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
史
な
ど
の
刊
行
や
市

史
講
座
の
実
施
、
地
域
史
料
の
保
存

と
活
用
を
行
う
市
史
編
さ
ん
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
が
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
の
学
習
意
欲
に
応
え
る
生
涯

学
習
環
境
を
整
備
し
、
市
民
に
よ
る

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
「
第
二
次
印
西
市
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
公
募
し
ま
す
。

■対 
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る

人
。

胸
募
集
期
間
…
1
月
8
日
峨
～
　
日
22

峨
（
当
日
消
印
有
効
）。

胸
提
出
方
法
…
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
の
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し
、
郵
便
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
、
意
見
箱
、
ま

た
は
、
直
接
左
記
窓
口
ま
で
。

※
氏
名
と
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
な

い
意
見
は
、
無
効
と
し
ま
す
。

【
計
画
（
素
案
）
の
閲
覧
場
所
】

生
涯
学
習
課
、
各
図
書
館
・
公
民
館
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
5
4
1
・

5
4
2
・
胃
碓42 
0
0
3
3
・
■メール sy

o
u
g
ak
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

概
要
計
画
の
理
念

　
市
民
自
ら
学
び
合
い
、
教
え
合
い
、

活
か
し
合
う
こ
と
で
、
人
と
人
の
絆

を
結
び
、
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
の
理

念
を
「
学
び
合
う
・
活
か
し
合
う
～

キ
ズ
ナ
で
結
ぶ
笑
外（
し
ょ
う
が
い
）

楽
集
（
が
く
し
ゅ
う
）
～
」
と
し
、

怯
 新
し
い
地
域
交
流
の

拠
点
が
完
成
（
4
月
）

　「
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
」

が
、
1
日
か
ら
開
館
。
当
施

設
に
は
、
中
央
駅
前
出
張
所
、

市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
、
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
移
転
し
、
新
し
い
地
域
交

流
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

怯
新
し
い
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
（
4
月
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
豊
か
な

自
然
や
伝
統
文
化
、
整
備
さ
れ
た
都

市
基
盤
、
広
大
な
農
地
な
ど
を
最
大

限
に
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に

策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
市
の
目
指
す
べ
き

将
来
都
市
像
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
政
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め

の
市
の
最
上
位
計
画
と
な
り
ま
す
。

怯
印
西
の
貝
化
石
図
集
「
木
下

貝
層
」
第
4
版
を
刊
行
（
4
月
）

　
地
層
や
貝
化
石
に
つ
い
て
、
身
近

に
分
か
り
や
す
く
理
解
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
刊
行
。
今
回
の

「
木
下
貝
層
」
で
は
、
従
来
の
旧
印
西

市
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
印
旛
・
本

埜
地
区
分
の
資
料
も
追
加
し
ま
し
た
。

怯
平
成
　
年
度「
市
民
意
識
調

23

査
」集
計
結
果
が
ま
と
ま
る（
5

月
）
　
市
内
在
住
の
満
　
歳
以
上
の
男
女

18

3
街
0
0
0
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
有
効
回
答
数
が

1
街
6
3
9
件
、
有
効
回
答
率
　
・
54

6
昏
と
な
り
、
公
共
交
通
網
、
医
療

施
設
の
整
備
が
「
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
施
策
」
と
し
て
上
位
に
あ
が
り
ま

し
た
。

怯
国
道
4
6
4
号
北
千
葉
道
路

（
掘
割
部
）
が
一
部
開
通
（
5
月
）

　
国
道
4
6
4
号
掘
割
部
が
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
西
側
か
ら
印

旛
日
本
医
大
駅
東
側
ま
で
の
約
　
娃
10

の
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
～
牧
の
原

区
間
」
と
「
い
に
は
野
区
間
」
の
二

区
間
開
通
し
ま
し
た
。

怯
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ダ
イ
ヤ
見
直

し
・
ル
ー
ト
延
伸
で
よ
り
使
い

や
す
い
交
通
手
段
へ
（
6
月
）

　
実
証
運
行
と
し
て
、
平
成
　
年
9

23

月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
ふ
れ
あ
い

バ
ス
「
布
佐
ル
ー
ト
」
と
「
印
旛
支

所
ル
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
24

6
月
か
ら
運
行
内
容
を
一
部
変
更
し

て
実
証
運
行
を
行
い
ま
し
た
。

怯
い
ん
ザ
イ
君
に
「
特
別
住
民

票
」
を
交
付
（
6
月
）

　
昨
年
　
月
に
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

12

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
「
い
ん
ザ

イ
君
」
に
、
特
別
住
民
票
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
い
ん
ザ
イ
君
の
「
特
別

住
民
票
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

怯
印
西
市
長
選
挙
　
新
市
長
に

板
倉
正
直
氏
（
7
月
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
印
西
市
長
選

挙
」
が
行
わ
れ
、
元
市
議
会
議
員
の

板
倉
正
直
氏
（
　
歳
）
が
ゴ
ミ
焼
却

65

場
移
転
の
白
紙
撤
回
、
小
学
校
プ
ー

ル
開
放
の
再
開
、
小
・
中
学
校
教
室

の
冷
房
化
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
初
当

選
し
ま
し
た
。

怯
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
加
藤
凌

平
選
手
（
順
天
堂
大
学
）
が
銀

メ
ダ
ル
（
8
月
）

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
男

子
団
体
の
部
で
、
地
元
順
天
堂
大
学

一
年
生
の
加
藤
凌
平
選
手
が
、
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
。

怯
I
F
S
C
リ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
2
I
N
Z
A
I

大
会
が
松
山
下
総
合
体
育
館
で

開
催
（
　
月
）

10

　
山
岳
競
技
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

　
月
　
日
・
　
日
に
松
山
下
公
園
総

10

27

28

合
体
育
館
で
開
催
。
世
界
　
カ
国
の

14

選
手
が
参
加
し
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

印西市の主な出来事平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
222222222222222222224444444444444444444424年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

　
現
在
、
大
塚
三
丁
目
地

区
の
一
部
に
お
い
て
戸
建

て
住
宅
を
対
象
と
し
た
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
で
は
大
塚
三

丁
目
地
区
地
区
計
画
の
変

更
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま

す（
下
図
参
照
）。
こ
れ
に

伴
い
、
原
案
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

胸
地
区
計
画
の
名
称
…
大

塚
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
。

胸
縦
覧
場
所
…
印
西
市
役

所
別
館
2
階
・
都
市
計
画

課
。

■時 
1
月
8
日
峨
～
　
日
22

峨
・
午
前
8
時
　
分
～
午

30

後
5
時
　
分
（
土
・
日
曜

15

日
、
祝
日
を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
都
市
計
画
課
計
画
班

（
緯
内
線
7
6
5
・
7
6

6
）。

 み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

 第
二
次
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
素
案
）

 を
策
定

連
携
や
市
民
団
体
な
ど
の
支
援
を
行

う
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
基
本
方
針
2

　
か
か
わ
り
・
支
え
合
う
夢
あ
る
未

来
（
青
少
年
の
健
全
育
成
）

　
子
ど
も
と
地
域
の
大
人
と
の
か
か

わ
り
を
増
や
し
、
未
来
を
切
り
開
く

活
力
あ
る
夢
あ
る
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
・
安
全
に
成
長
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
青
少
年
健
全
育
成
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
教
育
学
級
や
家
庭
教

育
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に

よ
っ
て
、
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
子
育
て

 都市計画変更の原案縦覧 

 み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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（３）平成２５年（２０１３）１月１日号

　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
を
対

象
に
税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

会
を
、
左
の
上
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
　
相
談
会
で
は
、
補
助
者
の
付
き
添

い
の
も
と
、
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を

作
成
。
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
申
告
書

作
成
と
提
出
（
送
信
）
が
で
き
る
の

で
、
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■対 
給
与
所
得
者
（
医
療
費
控
除
・
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
年
末
調
整

未
済
）、
年
金
所
得
者
（
土
地
、
建

物
お
よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の

あ
る
場
合
は
除
く
）。

※
2
月
　
日
俄
～
3
月
　
日
画
の
確

18

15

定
申
告
期
間
中
は
、
各
申
告
会
場
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
こ
の
相

談
会
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
書
申
告
説
明
会
で
は
、

講
義
形
式
で
確
定
申
告
書
の
記
載
方

法
の
説
明
を
行
い
、
自
書
記
載
に
よ

り
申
告
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
中
途

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
開
始

時
間
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
説
明
会
の
日
程
は
左
下
表
の
と
お

り
で
す
。

　
自
書
申
告
説
明
会
で
は
個
別
で
の

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
が

完
成
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胸
内
容
お
よ
び
対
象
…
次
の
と
お
り
。

①
年
金
所
得
…
収
入
が
年
金
の
み
、

ま
た
は
給
与
お
よ
び
年
金
の
両
方
の

あ
る
人
で
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
」
の
な
い
人
の
還
付
申
告
（
医

療
費
控
除
の
説
明
も
あ
り
ま
す
）。

②
医
療
費
控
除
…
収
入
が
給
与
の
み

で
「
医
療
費
控
除
」
を
受
け
る
人
の

還
付
申
告
。

胸
持
参
す
る
も
の
（
相
談
会
、
説
明

会
共
通
）
…
筆
記
用
具
、
電
卓
、
印

鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
・
地

震
保
険
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
の
分
か
る
も
の
、
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
な
ど
、「
医
療
費

控
除
（
医
療
費
は
集
計
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
）」
ま
た
は
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
」
な
ど
還
付
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
申
告
者
名

ら
千
葉
交
通
バ
ス
に
乗
車
し
、「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
成
田
」
ま
た
は
「
モ
ー

ル
東
・
イ
オ
ン
成
田
店
前
」
で
下
車
。

胸
正
午
か
ら
午
後
1
時
の
間
は
、
職

員
が
交
代
で
対
応
す
る
た
め
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
に
は
、
納
税
窓
口
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
振
替
を
ご

利
用
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
場
で
は
納
税
証
明
書
を
発
行
し
ま

せ
ん
。
提
出
す
る
確
定
申
告
書
に
つ

い
て
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
職
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
1
月
4
日
画
～
　
日
牙
の
間
は
、

31

税
務
署
内
に
確
定
申
告
書
作
成
会
場

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

※
電
話
は
自
動
音
声
で
受
け
、
用
件

に
応
じ
て
担
当
者
が
こ
た
え
ま
す
。

　
e
‐
T
a
x
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
申
告
や
届
出
な
ど
が
で
き

る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
平
成
　24

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
e
‐

T
a
x
で
申
告
す
る
と
所
得
税
額
か

ら
最
高
で
3
街
0
0
0
円
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成

　
年
分
か
ら
平
成
　
年
分
の
確
定
申

19

24

告
で
い
ず
れ
か
1
回
。
平
成
　
年
分

24

申告書は1月下旬に配置
　平成24年分の所得税の確定申告書は1月下旬から、市役所
市民税課に配置します。
　市内の各支所・出張所にも配置しますが、数に限りがあり
ますので、ご了承ください。
■問 市民税課市民税班（緯内線317～319、329）。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の

証
明
書
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）。

②
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
の
場

合
は
、
写
真
1
枚
（
上
半
身
、
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
で
、
6
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
。
縦
4
・
5
唖
×
横

3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
電
子
証
明
書
の
申
請
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■費 
住
基
カ
ー
ド
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
5
0
0
円
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
【
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明

書
の
取
得
】
市
民
課
住
民
記
録
班

（
緯
内
線
2
3
4
・
2
3
7
）、
印
旛

支
所
市
民
福
祉
課
市
民
班
（
緯
碓98 
1

1
1
6
）。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
に

ご
注
意
を

　
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る
た
め
の

電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
間
が
あ
り

ま
す
。

　
有
効
期
間
は
、
証
明
書
の
発
行
日

か
ら
起
算
し
て
3
年
と
な
り
、
有
効

期
間
が
満
了
す
る
と
失
効
し
、
電
子

申
告
な
ど
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
に
電
子
証
明
書
を
取
得

22

し
た
人
は
、
本
年
に
そ
の
有
効
期
間

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
効
力
が
失
わ

れ
る
と
、
再
度
電
子
証
明
書
の
申
請

（
更
新
手
続
き
）
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
、

今
年
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る
人
は
、

ご
自
分
の
電
子
証
明
書
の
有
効
性
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
有
効
性
の
確
認
は
、「
公
的
個
人

認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
/

）」
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
窓
口
」
の
中
で
確
認
で
き

ま
す
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線
2

3
4
・
2
3
7
）。

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
、

24

個
人
消
費
税
の
申
告
書
作
成
・
相
談

と
提
出
の
会
場
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成

田
（
成
田
市
ウ
ィ
ン
グ
土
屋
　
）
で

24

行
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、
成
田

税
務
署
内
に
は
、「
作
成
・
相
談
会

場
」
を
設
け
ま
せ
ん
。

■時 
2
月
1
日
画
～
3
月
　
日
画
・
午

15

前
9
時
～
午
後
5
時
（
受
け
付
け
は
、

午
後
4
時
ま
で
）。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

2
月
　
日
蚊
お
よ
び
3
月
3
日
蚊
に

24

限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
と
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
。

※
車
で
の
来
場
の
場
合
、
午
前
9
時

か
ら
午
前
　
時
ま
で
は
、
立
体
駐
車

10

場
3
階
連
絡
通
路
か
ら
入
る
2
階

「
C
」
入
口
が
専
用
口
に
な
り
ま
す
。

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
京
成

成
田
駅
前
6
番
の
り
ば
（
バ
ス
）
か

　
e
‐
T
a
x
（
所
得
税
電
子
申
告
、

納
税
）
を
利
用
す
る
に
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）・

電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
平
日
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
左
記
の
土
曜
日
に
市
民

課
な
ら
び
に
印
旛
支
所
市
民
福
祉
課

を
開
庁
し
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■時 
臼
2
月
2
日
臥
、
③
3
月
2
日

臥
・
い
ず
れ
も
午
前
8
時
　
分
～
午

30

後
3
時
（
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
両
日
と
も
申
請
は
3
時

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
）。

渦
2
月
　
日
臥
・
午
前
8
時
　
分
～

16

30

午
前
　
時
（
手
続
き
に
時
間
が
か
か

11

り
ま
す
の
で
、
申
請
は
　
時
ま
で
に

11

お
願
い
し
ま
す
）。

■場 
臼
嘘
市
役
所（
大
森
）市
民
課
、
②

印
旛
支
所
（
美
瀬
）
市
民
福
祉
課
。

※
申
請
の
際
、
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
を
行
い
ま
す
。
必
ず
申

請
者
本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
必
要
な
も
の
…
次
の
と
お
り
。

午後1時～

４時

午前10時～

正午
会　場期　日

パソコン活用による無料相談
※パソコンを使えない人も利用で
きます。

イオンモール
千葉ニュータウン
３階イオンホール

２月１２日峨～

2月1５日画

胸無料申告相談会胸

胸自書申告説明会胸

午後1時～

４時

午前10時～

正午
会　場期　日

②医療費控除①年金所得ふれあいセンター
いんば３階会議室２月１日画

※講義形式で行いますので、開始時間までにお集まりく
ださい。途中入退場はできません。
　また、座席数に限りがありますので、満席になり次第
受け付けを終了する場合があります。

※入退場自由。受け付けは午後3時30分まで。

 所
得
税
確
定
申
告
書
の
無
料
申
告
相
談
会（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
告
書
作
成
）お
よ
び
自
書
申
告
説
明
会

平成2４年分

 相
談
会
、説
明
会
を
利
用
し
て
早
め
の
申
告
を

義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
。

は
最
高
3
街
0
0
0
円
）

　
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
は
、
そ
の
記
載
内
容

（
病
院
の
名
称
・
支
払
い
金
額
な
ど
）

を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
で
、
提

出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
還
付
さ
れ
る
ま
で
の

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

 ご
利
用
く
だ
さ
い

成
田
税
務
署
・
確
定
申
告
書
作
成
会
場
 

　
な
お
、
昨
年
の
申
告
書
の
控
え
も

参
考
に
な
り
ま
す
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
・

個
人
課
税
部
門
）。

※
電
話
は
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
。

音
声
案
内
に
従
い
、「
2
番
」（
税
務

署
）
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

 国
税
電
子
申
告（
 e
‐
T
a
ⅹ
 ）で
カ
ン
タ
ン
申
告
 

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

 e
‐
T
a
x（
所
得
税
電
子
申
告
、納
税
）を

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
 

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g

o
.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
成
田

税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　確

定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
を

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
1
月
4
日

画
か
ら
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
2
月
　
日
18

俄
～
3
月
　
日
画
の
1
カ
月
間
で
受

15

け
付
け
ま
す
が
、
期
間
中
の
確
定
申

告
書
作
成
会
場
は
、
大
変
混
雑
し
ま

す
。
　
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
は
、
お
早

め
に
済
ま
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

防災メール

 防災行政無線無料テレホンサービス 

▲ QRコードも
利用可です
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平成２５年（２０１３）１月１日号（４）

　表題は日野原重明・聖路加国際病院名誉院長の言葉です。人間がお互い
に助け合うことの必要性や、そのために尽くすことのできる機会が自分に
与えられていて、その中で「自分が成長していくんだ」という気持ちを持
つような媒体として、ボランティア活動が、広がっていくことの大切さを
先生は説かれています。
　わたしは学生時代から、ボランティア活動を続けています。ボランティ
ア活動は、自分が持っている弱さ、自己保身、自己絶対化を自覚した上で、
それを乗り越える努力のプロセス（過程）であること。ボランティア精神
には「意気負いこむ」というようなことが、ないほうがよいこと。一人ひ
とりにはないが、大勢集まって一つのことをしていると、集まった力が有
効に働き出すこと。ボランティアの働きを高めるのは集団、グループの力
であり、交わりであること。そして、ボランティアの経験は結局、自分の
ところに戻ってくること。生涯の生きかたの中に、他者のためという心の
優しさが投影されてくること。私はボランティア活動を通して、たくさん
のことを学ばせて頂いております。
　また「人は援助することで、最も援助を受ける」（リースマンの「援助
者治療原則」）や「人は誰かを支えているとき、そこから恵みを受けてい
ることを忘れてはならない」（石井亮一）などの言葉もあります。この恵
みを実感し感謝して、ボランティア活動を続けていくことは、自分自身の
成長につながっていくことと、私は考えています。
ボランティア活動では「自己満足」「思いあがり」「独りよがり」「自画自
賛」「親切の押し付け」など自分自身で戒めることも大切です。そしてボ
ランティア活動は、誰かから強制されたり、義務として押し付けられるも
のではありませんから、肩の力を抜いてボランティア活動をしてみません
か。
著・成田地域生活支援センター　尾内保之氏（精神保健福祉士）

ボランティア上手は「生きかた上手」

シリーズ・心の道標碓42 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

怯
民
生
委
員
・
児
童
委
員

胸
大
森
・
永
治
地
区
…
吉
谷

公
江
（
発
作
上
・
発
作
下
担

当
）。
　
　
民
生
委
員
･
児
童
委
員

は
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
、
地
区
に
配
置
さ

れ
て
お
り
、
地
域
で
最
も
身

近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯

内
線
2
5
6
）。

　
平
成
　
年
　
月
1
日
付

24

12

け
で
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
吉
谷
公
江
氏
（
写

真
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　（
敬
称
略
）。

 民生委員・児童委員に
　　吉谷公江氏を委嘱怯携帯電話からの110番は

　こんなことに気を付けて！
①現在地を確認してください
　（電柱の住所表示、交差点名、
　バス停名、大きな建物など
　を目印にする）。
②つながりにくい場合は、場
　所を変えて電話してくださ
　い。
③車を運転中の場合は、必ず
　安全な場所に止めてから通
　報してください。
④印西警察署管内の県境付近
　（利根川沿い）では、隣接の
　茨城県警察本部につながる
　ことがあります。この場合
　は、電話に出た警察官の指
　示に従ってください。
【各相談窓口】

胸総合相談（相談サポートコー
ナー）
　緯043―227―9110
　短縮ダイヤル（緯♯9110）
胸運転免許について
・千葉運転免許センター
　（緯043―274―0111）
・流山運転免許センター
　（緯04―7144―0111）
碓伺 電話をする際のお願い
　電話番号を間違えた場合は、
必ず間違えた旨を告げてくだ
さい。無言のまま切ると、事
件発生と誤認し、警察官が出
動。その後も現場の調査をす
る必要が生じるため、本当に
事件が起きた場合、出動に遅
れが生じる場合があります。
■問 印西警察署（緯碓42 0110）。

1月10日は「110番の日」
　みなさんのあたたかい善意を心からお
待ちしています。
　なお、日本赤十字社の製造能力を超え
る需要については、国の指示・指導により
一部国内製薬企業が製造販売を行ってい
ます。
■時 1月16日我・午前10時～11時45分、
午後1時～4時。
■場 市役所1階ロビー。
※安全な血液供給実施のため、献血条件
などがあるので、お問い合わせは下記ま
でお願いします。
■問 健康増進課総務班（中央保健センター
内・緯碓42 5595）、千葉県赤十字血液セン
ター推進課（緯047－457－9927）。

献血にご協力ください

　
去
る
　
月
　
日
、
平
成
　
年
度
地

11

15

24

域
文
化
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、

平
岡
鳥
見
神
社
獅
子
舞
保
存
会
が
文

部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲

平
岡
鳥
見
神
社
獅
子
舞
保

存
会
の
み
な
さ
ん
と
市
長（
左
）

 平
岡
鳥
見
神
社
獅
子
舞
保
存
会
が

　
　
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞
 

▲華やかな衣装が特徴の平岡鳥見神社の獅子舞

　新春にあたり、消防職団員の士気高揚
を図り、職務遂行への決意を新たにする
ため、下記のとおり「平成25年印西市消
防出初式」を開催します。
胸日時…1月12日臥・午前10時～。
胸会場…松山下公園総合体育館（浦部）。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

 平成25年
印西市消防出初式を開催

平成24年の出初平成24年の出初式式

　
市
で
は
、
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
次
期
中
間
処
理
施
設
の
建
設
予

定
地
を
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

圏
9
住
区
業
務
施
設
地
区
内
（
準
工

業
地
域
）
へ
移
転
す
る
計
画
に
対
し
、

白
紙
撤
回
さ
れ
る
よ
う
、
去
る
　
月
11

　
日
に
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

19合
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

胸
申
し
入
れ
理
由

臼
建
設
予
定
地
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
中
央
駅
に
近
く
駅
周
辺
の
住
宅

地
お
よ
び
商
業
施
設
、
並
び
に
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
が
集
積
す
る
地
区

に
、
ご
み
処
理
の
中
核
を
な
す
中
間

処
理
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
、

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
ふ
さ

わ
し
く
な
い
こ
と
。

渦
建
設
予
定
地
は
、
現
在
地
か
ら
5

0
0
m
し
か
離
れ
て
な
く
住
民
に
は

十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
。

嘘
ご
み
減
量
を
図
る
こ
と
で
施
設
規

模
の
縮
小
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
白
紙
撤
回
後
の
次
期
中
間

処
理
施
設
の
整
備
・
稼
働
ま
で
は
相

当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現

施
設
の
安
全
か
つ
安
定
し
た
ご
み
処

理
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
財
政
面
に
お
い
て
は

交
付
金
の
活
用
等
の
ご
検
討
を
い
た

だ
き
、
構
成
市
町
の
財
政
負
担
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
旨

を
添
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
入
れ
書
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
1
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

 印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期
中
間
処
理
施
設

移
転
計
画
白
紙
撤
回
の
申
し
入
れ

　
平
岡
鳥
見
神
社
の
獅
子
舞
は
、
昭

和
　
年
　
月
　
日
に
千
葉
県
の
無
形

30

12

15

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
毎
年
5

月
3
日
に
悪
魔
払
い
と
豊
作
を
記
念

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
獅
子
舞
は
、
ジ
ジ
（
親
獅
子
）
セ

ナ
（
若
獅
子
）、
カ
カ
（
雌
獅
子
）

の
3
匹
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
、「
初
の

切
」、「
二
の
切
」、「
弓
超
え
の
舞
」、

「
寝
起
き
の
舞
」、「
け
ん
か
の
舞
」、

「
仲
直
り
三
角
の
舞
」
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　
平
岡
鳥
見
神
社
獅
子
舞
保
存
会
は
、

昭
和
　
年
の
設
立
以
来
、
県
指
定
無

30

形
民
俗
文
化
財
「
鳥
見
神
社
の
獅
子

舞
」
の
保
存
と
継
承
に
尽
力
し
、
地

域
の
文
化
財
保
護
に
貢
献
し
て
い
る

功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
5
・
5
4
6
）。　

現在の印西クリーンセンタ現在の印西クリーンセンターー
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（５）平成２５年（２０１３）１月１日号
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 印
西
市
 放
射
線
対
策
 情
報
 　謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂999999999999999999999

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、

市
が
主
体
と
な
り
、
放
射
線
量
の
低

減
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
平
成
　
年
　
月
1
日
～
平
成
　
年

24

10

25

5
月
末
（
予
定
）。

【
申
し
込
み
要
件
】

　
①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

　
②
除
染
実
施
区
域
内

※
詳
し
く
は
環
境
保
全
課
ま
で
。

民
有
地
住
宅
（
戸
建
・
集
合
）
の

除
染
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
　
年
4
月
に
策
定

24

し
た
放
射
性
物
質
除
染
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
　
年
　
月
1
日
俄
か

24

10

ら
除
染
作
業
に
か
か
る
放
射
線
量
の

測
定
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
受
付
開
始
か
ら
3
カ
月
が
経
過
し
、

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
放

射
線
量
の
測
定
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

実
際
に
測
定
す
る
ま
で
、
長
い
時
間

を
要
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
み
を

平
成
　
年
産
大
豆
・
そ
ば
の

24

　
　
　
放
射
性
物
質
検
査
結
果

　
印
西
市
産
農
産
物
の
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
、
大
豆
8
検
体
、
そ
ば

1
検
体
の
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
大
豆
・
そ
ば
す
べ
て
の

検
体
で
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
「
検

出
せ
ず
」
で
あ
り
、
安
全
性
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
出
荷
・
販
売
・

譲
渡
・
贈
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
消
費
者
の
み
な
さ
ん
も
安
心
し
て

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

6
）。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける積算放射線量の測定結果

　平成24年11月1日から12月7日、携帯用簡易
測定器で、市職員が大気中の放射線量の測定した
結果は、下表のとおりです。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が測定
し参考値としてホームページ、各支所・出張所で
掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室。

胸積算線量計測結果胸
測定日・H24年11月1日～H24年11月30日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.160 295 0.013 24  内野保育園0.114 200 0.012 21  木下小学校
0.172 295 0.014 24  木刈保育園0.110 200 0.011 20  小林小学校
0.295 295 0.007 7  高花保育園0.200 200 0.021 21  大森小学校
0.234 295 0.019 24  西の原保育園0.124 200 0.013 21  船穂小学校
0.192 295 0.015 23  もとの保育園0.076 200 0.008 21  永治小学校
0.170 297 0.012 21  山ゆり保育園0.133 200 0.012 18  木刈小学校
0.176 294 0.015 25  どんぐり保育園0.105 200 0.011 21  内野小学校
―295 ―0  銀の鈴保育園0.124 200 0.013 21  原山小学校
0.256 294 0.020 23  原山保育園0.114 200 0.012 21  小林北小学校
0.255 295 0.019 22  しおん保育園0.114 200 0.012 21  小倉台小学校
0.169 292 0.011 19  牧の原宝保育園0.133 200 0.014 21  高花小学校
―183 ―0  西の原幼稚園0.143 200 0.015 21  西の原小学校
0.139 188 0.014 19  天神幼稚園0.200 200 0.015 15  原小学校
0.060 189 0.006 19  小林天神幼稚園0.095 200 0.009 19  六合小学校
0.071 192 0.007 19  きかり幼稚園0.114 200 0.012 21  宗像小学校
0.084 168 0.009 18  ★しおん幼稚園0.114 200 0.012 21  平賀小学校
0.079 207 0.008 21  原山幼稚園0.200 200 0.021 21  いには野小学校
0.074 295 0.006 24  木刈学童クラブ0.150 200 0.015 20  本埜第一小学校
0.037 295 0.003 24  原山学童クラブ0.124 200 0.013 21  本埜第二小学校
0.103 295 0.008 23 ★木下学童クラブ0.190 200 0.019 20  滝野小学校
0.211 295 0.005 7  ★小倉台学童クラブ0.088 200 0.007 16  印西中学校
0.118 295 0.008 20  西の原学童クラブ0.171 200 0.018 21  船穂中学校
0.098 295 0.008 24  高花学童クラブ0.114 200 0.012 21  木刈中学校
0.103 295 0.007 20 ★内野学童クラブ0.133 200 0.014 21  小林中学校
0.098 295 0.008 24  大森学童クラブ0.086 200 0.009 21  原山中学校
0.141 295 0.011 23 ★原・第２学童クラブ0.086 200 0.009 21  西の原中学校
0.071 295 0.006 25  小林学童クラブ0.111 200 0.010 18  印旛中学校
0.080 295 0.006 22  いには野学童クラブ0.152 200 0.016 21  本埜中学校
0.086 295 0.007 24  平賀学童クラブ0.174 200 0.020 23  滝野中学校
0.090 295 0.007 23  滝野学童クラブ0.066 197 0.007 21  大森幼稚園
0.086 295 0.007 24  内野第２学童クラブ―197 ―0  瀬戸幼稚園
0.123 295 0.010 24 ★永治学童クラブ0.069 197 0.007 20  もとの幼稚園
0.118 295 0.008 20  小林第２学童クラブ0.184 295 0.015 24  木下保育園
0.099 296 0.008 24  クリオネクラブ0.160 295 0.013 24  大森保育園

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボン
などに積算線量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2
時30分、小・中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後
7時です。
※太字の施設は、測定器故障のため、計測できない日があります。故障している測定
器の準備ができしだい測定を開始します。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。
測定値の詳細については、各幼稚園、保育園、小・中学校もしくは環境保全課放射線対策
室（緯内線366～368・■メール kankyouka@city.inzai.lg.jp ）にお問い合わせください。

砂場校庭測定
日

学校名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.134 0.153 0.146 0.076 0.072 0.078 12/7木下小学校

0.094 0.086 0.081 0.078 0.090 0.086 11/29小林小学校

0.107 0.100 0.094 0.088 0.102 0.099 12/4大森小学校

0.105 0.120 0.114 0.116 0.108 0.102 12/3船穂小学校

0.096 0.086 0.092 0.098 0.092 0.097 11/9永治小学校

0.089 0.073 0.082 0.064 0.054 0.055 11/9木刈小学校

0.093 0.087 0.077 0.088 0.079 0.088 12/5内野小学校

0.111 0.113 0.116 0.132 0.125 0.138 12/5原山小学校

0.106 0.096 0.079 0.106 0.100 0.097 11/22小林北小学校

0.119 0.120 0.096 0.076 0.078 0.067 11/21小倉台小学校

0.125 0.129 0.129 0.126 0.130 0.137 12/3高花小学校

0.120 0.109 0.095 0.068 0.069 0.084 11/15西の原小学校

0.116 0.112 0.105 0.121 0.134 0.138 11/14原小学校

0.152 0.150 0.120 0.104 0.120 0.095 11/8六合小学校

※新設工事のため測定を一時休止宗像小学校

0.088 0.087 0.072 0.098 0.119 0.118 11/7平賀小学校

0.144 0.148 0.130 0.062 0.062 0.063 11/7いには野小学校

0.138 0.118 0.099 0.168 0.185 0.174 11/9本埜第一小学校

0.135 0.153 0.110 0.126 0.109 0.120 11/5本埜第二小学校

0.131 0.146 0.124 0.079 0.076 0.074 11/8滝野小学校

0.102 0.091 0.074 0.108 0.103 0.110 12/6印西中学校

0.117 0.112 0.095 0.120 0.118 0.101 11/26船穂中学校

0.144 0.159 0.136 0.110 0.099 0.096 11/21木刈中学校

0.139 0.140 0.120 0.158 0.152 0.152 11/29小林中学校

0.105 0.108 0.066 0.097 0.098 0.098 12/5原山中学校

砂場校庭・園庭測定
日

学校名・
園名 100唖50唖5唖100唖50唖5唖

0.183 0.174 0.148 0.106 0.108 0.108 11/15西の原中学校

0.145 0.134 0.117 0.157 0.179 0.146 11/7印旛中学校

0.201 0.207 0.158 0.176 0.168 0.175 11/9本埜中学校

0.136 0.119 0.117 0.098 0.095 0.083 11/8滝野中学校

0.122 0.116 0.115 0.087 0.066 0.082 12/4大森幼稚園

0.105 0.107 0.095 0.080 0.070 0.081 11/8瀬戸幼稚園

0.118 0.107 0.109 0.102 0.094 0.098 11/9もとの幼稚園

0.146 0.151 0.157 0.121 0.104 0.110 12/7木下保育園

0.132 0.123 0.120 0.115 0.116 0.109 12/4大森保育園

0.114 0.136 0.113 0.085 0.084 0.083 12/5内野保育園

※園舎工事のため測定を一時休止木刈保育園

0.118 0.110 0.114 0.137 0.135 0.153 12/3高花保育園

0.120 0.101 0.108 0.107 0.116 0.119 11/15西の原保育園

0.128 0.139 0.158 0.131 0.128 0.127 11/7もとの保育園

屋上駐車場測定
日

施設名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.256 0.288 0.307 0.128 0.123 0.127 11/26印西市役所

0.067 0.064 0.079 0.148 0.119 0.117 11/7印旛支所

0.067 0.077 0.071 0.193 0.230 0.224 11/9本埜支所

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、平成23年
5月31日～6月3日に検査機関が使用したもの
〔Nal(TI)シンチレーションサーベイメータTCS-161
（アロカ株式会社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

※「検出せず」とは放射性ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４、放射性セシウム１３７それ
ぞれが存在しないか、または検出限界値未満であることを示します。検出限界値は
サンプルなどにより異なるので、詳しくは市ホームページをご覧ください。
【測定条件】
測定容器：マリネリ容器（４２０悪）　測定時間：１８００秒
【規制値】
煙放射性セシウム１３４と１３７の合計：100ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜（一般食品）
■問 農政課振興班（緯内線376）。

胸印西産農産物の放射性物質検査結果胸
　11月1日～11月30日の検査結果は下記のとおりです（最新の測定結果は市ホームペー
ジをご覧ください)。

【単位：ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜】
放射性セシウム134・

137の合計 
放射性

セシウム137
放射性

セシウム134
放射性

ヨウ素131検査品目 検査日

検出せず検出せず検出せず検出せずパプリカ、ブロッコリー果菜類

野
菜
類

平
成
　
年
　
月
1
日
 ～
 　
月
　
日

24

11

11

30

検出せず検出せず検出せず検出せずキャベツ、白菜（２検体）、
野沢菜茎菜類

検出せず検出せず検出せず検出せず

ダイコン（３検体）、ニンジン
（２検体）、サトイモ、ゴボウ、
赤カブ根菜類

1817.9検出せず検出せずユズ
果実類

検出せず検出せず検出せず検出せずミカン

検出せず検出せず検出せず検出せずゆずジャム加工品

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯

内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２５年（２０１３）１月１日号（６）

パート英

学
校
体
育
施
設
開
放
の

団
体
登
録
受
付
を
開
始

　
市
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
市
内
の
小
・
中
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
市

教
育
委
員
会
に
登
録
し
た
団
体
に
限

り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
に
利
用
を
希
望
す
る

25

団
体
は
、
次
の
と
お
り
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
申
請
は
一

年
間
分
と
な
り
ま
す
。

胸
登
録
条
件
…
①
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
　10

人
以
上
の
団
体
。
②
成
人
の
団
体
責

任
者
（
1
人
）
と
管
理
責
任
者
（
2

人
）
の
い
る
団
体
。

胸
開
放
施
設
…
左
表
の
と
お
り
。

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
と
き
に
限

り
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
中
学
校
の
施
設
は
部
活
動
の
た
め

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■申 
1
月
　
日
牙
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

31

振
興
課
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
年
度
登
録
団
体
に
は
申
請
書
を

24
郵
送
し
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

も
午
前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
　
分

30

30

（
全
2
日
）。

■定 
　
人
。

18
■費 
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）。

■申 
1
月
　
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
往

11

復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
住
所
②
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
）。

ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

　「
ひ
な
祭
り
」
に
ぴ
っ
た
り
の
お

い
し
い
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
、
お
祝
い

し
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
画
・
正
午
～
午
後
3
時
。

15

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

24
■費 
5
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
持
参
。

■申 
1
月
8
日
峨
・
午
前
　
時
か
ら
、

10

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

家
庭
で
で
き
る簡

単
フ
ラ
ン
ス
料
理

～
男
の
料
理
教
室
～

■時 
2
月
2
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

2
時
。

噛
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
持
参
。　

■申 
1
月
5
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

味
噌
作
り
講
習
会

■時 
2
月
5
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～
。

30

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

※
集
合
後
、
白
幡
農
産
物
加
工
所
へ

移
動
。

噛
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
ほ
か
。

■定 
　
人
。

15
■費 
み
そ
1
茜
当
た
り
5
5
0
円
（
一

人
2
茜
以
上
）、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

代
と
し
て
2
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
た
付

き
容
器
持
参
。

■申 
1
月
5
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

散
策
会
「
冬
だ
か
ら
こ
そ
」

　
松
戸
市
に
あ
る
「
　
世
紀
の
森
と

21

広
場
」
の
園
内
を
め
ぐ
り
、
大
陸
か

ら
や
っ
て
き
た
冬
鳥
の
姿
を
探
し
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分

26

30

（
集
合
・
J
R
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅

前
）
～
午
後
3
時
　
分
（
解
散
・
　

30

21

世
紀
の
森
と
広
場
中
央
口
）。

※
雨
天
中
止
。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
、
防
寒

着
を
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

で
あ
る
こ
と
。

■定 
8
チ
ー
ム
。

■費 
1
チ
ー
ム
3
街
0
0
0
円
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

18

へ
（
先
着
順
）。

※
打
ち
合
わ
せ
会
を
1
月
　
日
臥
・

19

午
後
6
時
～
、
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

■問 
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
鈴
木
弘
之

（
緯
碓46 
0
1
4
6
）。

班
（
緯
碓42 
8
4
1
7
）。

印
西
市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

■時 
2
月
3
日
蚊
、　
日
蚊
、　
日
蚊
、

10

17

　
日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～

24（
受
け
付
け
は
、
試
合
開
始
　
分
前
）。

30

■場 
原
小
体
育
館
。

■対 
市
を
本
拠
地
と
す
る
高
校
生
以
上

で
構
成
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
、

責
任
者
が
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

国
際
化
時
代
の
生
き
方
を
学
ぶ

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

　
東
京
国
際
大
学
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
・
岩
崎
暁
男

氏
に
よ
る
講
義
で
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

印
西
市
を
と
り
ま
く
印
旛
沼
・

手
賀
沼
の
水
質
問
題
に
つ
い
て

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

　
水
質
問
題
を
通
じ
て
、
環
境
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

19

10

噛
講
師
…
藤
村
葉
子
氏
（
千
葉
県
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー
水
質
環
境
研
究
室

長
）。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

～
ち
ょ
っ
と
中
級
編
～

　
ワ
ー
ド
の
応
用
し
た
使
い
方
と
エ

ク
セ
ル
の
初
歩
を
中
心
に
学
ぶ
講
座

で
す
。。

■時 
1
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

26

27

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
1
人
ま
で
は
ひ
ざ
上
無
料
。

た
だ
し
、
座
席
を
ご
希
望
の
お
子
さ

ま
は
1
人
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
か
ら
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
で
確
認
を
実
施
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）で
発
売
中
。
文
化
ホ
ー
ル
の
み

で
電
話
予
約
受
け
付
け
中
。

　
出
演
者
は
、
嘉
門
達
夫
、
キ
ン
グ

オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
、

ラ
バ
ー
ガ
ー
ル
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
午
後
3

25

26

時
～
（
開
場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行

い
ま
す
。
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
発
売
中
。

胸
出
演
…
川
久
保
賜
紀
（
バ
イ
オ
リ

ン
）・
村
治
佳
織
（
ギ
タ
ー
）。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
2

25

20

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
）
1
街

5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
電
話
予

約
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

１／２０
（日）

川
久
保
賜
紀
＆
村
治
佳
織

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

１／２６
（土）

嘉
門
達
夫
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
＆

お
笑
い
ラ
イ
ブ

▲嘉門達夫氏

講
座
・
催
し

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

ふ
れ
あ
い
文
化
館

緯
碓４５ 
３
８
０
０

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

N
P
O
法
人
税
務
相
談
会

　
N
P
O
法
改
正
に
伴
い
、
活
動
計

算
書
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
作
成
方
法
を
、
税
務
の
基

礎
と
合
わ
せ
て
解
説
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

26

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
）。

■内 
会
計
の
仕
組
み
、
情
報
の
整
理
の

仕
方
、
活
動
計
算
書
・
貸
借
対
照
表

の
作
成
方
法
な
ど
。

噛
講
師
…
佐
々
木
稔
氏
（
税
理
士
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
2
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
左
記
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

＠
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

ス
ポ
ー
ツ

順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

胸開放施設日程胸
開放時間開放日開放施設名

午前9時～午後5時土・日曜日、祝日、休校日校庭（小学校のみ）

午前9時～午後9時30分土・日曜日、祝日、休校日
体育館

午後6時～9時30分平日

午前9時～午後9時30分土・日曜日、祝日、休校日
柔剣道場

午後6時～9時30分平日

※開放時間は節電への協力のため、午後9時までとしています。

そ
の
ほ
か
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

証
の
写
し
を
添
え
、
左
記
ま
で
持
参
。

■問 
印
旛
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓98 
1
1
1
5
）。

図
書
館
の
非
常
勤
職
員

　
印
西
市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
業
務
内
容
…
図
書
の
整
理
作
業

（
力
仕
事
を
伴
う
）、
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
補
助
。

胸
任
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
時
間
…
午
前
8
時
　
分
～
午

30

後
5
時
（
実
働
1
日
7
時
間
　
分
、

30

開
館
時
間
延
長
日
は
午
後
8
時
ま

で
）
シ
フ
ト
制
で
週
3
日
程
度
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
毎
月
最
終
月
曜
日

の
勤
務
あ
り
。

胸
賃
金
…
時
給
8
2
0
円
～
8
8
0

円
（
経
験
年
数
に
よ
る
加
算
あ
り
）。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■対 
司
書
資
格
を
有
す
る
人
、
も
し
く

は
健
康
で
本
の
好
き
な
人
。
原
則
と

し
て
、
市
内
図
書
館
6
館
ど
こ
で
も

勤
務
可
能
で
あ
る
こ
と
。
地
方
公
務

員
法
第
　
条
（
欠
格
事
項
）
に
該
当

16

し
な
い
人
。

■定 
　
人
程
度
。

40
■申 
1
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
指
定
履
歴

20

書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）
と
司

書
資
格
証
明
書
の
写
し
（
有
資
格
者

の
み
）、
小
論
文
「
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
心
構
え
」（
自
筆
で
8
0

0
字
以
内
）
を
左
記
ま
で
持
参
（
郵

送
不
可
）。

※
指
定
履
歴
書
書
式
お
よ
び
募
集
要

項
は
、
市
内
図
書
館
で
1
月
5
日
臥

か
ら
配
布
。

※
受
付
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
5

時
ま
で
（
休
館
日
を
除
く
）。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

印
西
市

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

　
市
で
は
、
健
康
増
進
や
食
育
推
進

な
ど
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
審
議
す

怯
新
春
市
民
囲
碁
大
会

　
囲
碁
好
き
の
み
な
さ
ん
、
大
勢
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

13

30

午
後
4
時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■費 
1
街
5
0
0
円
（
女
性
1
街
0
0

0
円
、
未
成
年
7
0
0
円
）。

■申 
1
月
5
日
臥
ま
で
に
、
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
囲
碁
連
合
会
事
務
局
・
吉

田
（
緯
碓46 
1
5
8
1
）、
会
長
・
小

野
寺
（
緯
碓42 
3
9
1
6
）。

怯
創
立
　
周
年
記
念
「
第
　
回

15

15

印
西
市
書
道
展
・
第
三
部
会
小
・

中
学
校
書
き
初
め
展
」

■時 
1
月
　
日
我
～
1
月
　
日
蚊
・
午

23

27

前
9
時
～
午
後
4
時
。

※
最
終
日
は
午
後
3
時
　
分
ま
で
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
印
西
市
書
道
協
会
・
富
澤
（
緯
碓42 

6
1
6
9
）。

怯
親
子
餅
つ
き
大
会

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
、
親
子
で
お
餅
つ
き
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

14

10

2
時
。

■場 
原
小
校
庭
お
よ
び
体
育
館
。

■対 
幼
稚
園
年
中
～
小
学
6
年
生
。

■費 
無
料
。

■他 
雨
天
実
施
。
保
護
者
の
人
も
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
事
前
に
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2

団
・
鵜
澤
（
緯
碓47 
0
3
9
6
・
■メール sc

o
u
to
_in
zai@

in
fo
se
e
k
.jp

）。

怯
小
林
地
区
ふ
れ
あ
い
新
春
お

楽
し
み
会

　
小
林
地
区
を
中
心
に
近
隣
地
域
の

み
な
さ
ん
と
新
春
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年

（７）平成２５年（２０１３）１月１日号

胸
勤
務
場
所
…
市
役
所
本
庁
ま
た
は

出
先
機
関
。

胸
賃
金
…
時
給
8
2
0
円
～
9
0
0

円
（
経
験
年
数
に
よ
る
加
算
あ
り
）。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

胸
選
考
方
法
…
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
（
2
月
に
実
施
）。

胸
登
録
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

■対 
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
。

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
。

②
自
力
で
の
通
勤
が
で
き
、
介
護
者

な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能
な
人
。

③
地
方
公
務
員
法
第
　
条
（
欠
格
条

16

項
）
に
該
当
し
な
い
人
。

■申 
1
月
　
日
牙
ま
で
に
、
履
歴
書

31

（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）
お
よ
び

障
害
者
手
帳
の
写
し
を
、
左
記
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
3
）。

印
旛
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

非
常
勤
職
員

　
印
旛
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
内
容
…
介
護
予
防
支
援
計
画

作
成
業
務
。

胸
勤
務
日
程
…
週
1
日
程
度
（
月
～

金
曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
の

う
ち
6
時
間
程
度
）。

胸
雇
用
期
間
…
2
月
1
日
画
か
ら
。

■対 
任
用
日
現
在
、
満
　
歳
未
満
で
心

65

身
共
に
健
康
な
人
、
介
護
支
援
専
門

員
ま
た
は
保
健
師
・
看
護
師
の
有
資

格
者
、
運
転
免
許
証（
普
自
）を
持
っ

て
い
る
人
。

胸
賃
金
…
時
給
1
街
1
4
0
円
～

1
街
2
3
0
円
（
職
種
に
よ
る
）。

※
別
途
交
通
費
支
給
。

■定 
1
人
。

■申 
1
月
　
日
俄（
必
着
）ま
で
に
、
履

21

歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
と
資
格
者

寄
り
ま
で
、
昔
懐
か
し
い
お
正
月
の

遊
び
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
い
、
親
睦
と
融
和
を
図
る
お

楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

13

10

3
時
（
荒
天
中
止
）。

■場 
小
林
北
2
丁
目
広
場
（
小
林
駅
北

口
）。

■内 
お
正
月
遊
び
（
た
こ
揚
げ
、
こ
ま

回
し
、
竹
馬
な
ど
）、
演
芸
大
会
、
餅

つ
き
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

■費 
一
人
1
0
0
円
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓97 
2
5
7
9
）。

怯
イ
マ
ド
キ
の
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

　
子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
向
き
合
い
方

を
考
え
る
講
演
会
。

　
講
師
が
、
見
え
な
い
相
手
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ

い
て
、「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
？
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
牙
・
①
午
前
　
時
～
正

24

10

午
（
大
人
対
象
））、
②
午
後
7
時
～

9
時
（
中
・
高
生
、
青
年
対
象
））。

■場 
①
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
、

②
七
軒
屋
集
会
所
（
草
深
）。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇

場
（
緯
／
胃
碓46 
6
2
8
7
※
月
、
水
、

金
曜
日
の
午
前
　
時
　
分
～
午
後
3

10

30

時
　
分
）。

30
怯
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
　

メ
ン
バ
ー
募
集

　
新
規
開
講
記
念
体
験
会
。
寒
い
時

ほ
ど
、
肩
甲
骨
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
、
カ
ラ
ダ
づ
く
り
を
始
め
ま

せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
峨
、　
日
峨
・
午
前
　

22

29

10

時
　
分
～
　
時
　
分
）。

30

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■費 
5
0
0
円
。

■問 
伊
藤
（
■携 
0
9
0
―
6
3
7
5
―

5
0
1
5
※
午
後
8
時
ま
で
）。

非
常
勤
の
保
育
士

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
非
常
勤

の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
制
。

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、

①
一
日
7
・
5
時
間
程
度
。
②
一
日

6
時
間
程
度
、
週
　
時
間
未
満
③
午

20

前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4
時
～

30

7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
賃
金
…
保
育
士
1
街
0
2
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
で
保
育
士
の
資
格
を
有

65
す
る
人
。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

け
）
と
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左

記
ま
で
提
出
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

3
）。

障
害
者
を
対
象
と
し
た

非
常
勤
職
員
（
登
録
制
）

～
平
成
　
年
度
採
用
～

25

　
市
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
第
　
条
の
趣
旨
に

37

基
づ
き
、
障
害
者
を
対
象
と
し
た
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
選
考
後
、
非
常
勤
職
員
登
録
者
名

簿
に
登
録
し
、
4
月
か
ら
随
時
非
常

勤
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

胸
勤
務
内
容
…
事
務
ま
た
は
作
業
な

ど
。

胸
勤
務
形
態
…
週
3
日
・
1
日
7
時

間
の
勤
務
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
希

望
な
ど
を
考
慮
し
決
定
し
ま
す
。

募
集

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
　
日
牙
ま
で
に

31

　
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
資
産
で
、
機
械
、
備
品
な

ど
）
は
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
償
却

資
産
を
持
っ
て
い
る
人
（
個
人
・
法

人
）
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
期

限
は
1
月
　
日
牙
で
す
の
で
、
忘
れ

31

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申

告
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
が
、
市

内
に
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
人
で
申

告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3
3

2
・
3
3
3
）。

税
金

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

る
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

胸
任
期
…
4
月
1
日
～
平
成
　
年
3

27

月
　
日
。

31
胸
報
酬
…
7
街
5
0
0
円
（
会
議
1

回
当
た
り
）。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
健
康
づ

20

く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
で
、
平
日
の

昼
間
（
午
後
1
時
～
4
時
）
に
行
う

会
議
（
年
に
2
～
4
回
程
度
の
開
催

を
予
定
）
に
出
席
で
き
る
人
。

■定 
2
人
。

■申 
2
月
　
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
、

15

「
私
の
考
え
る
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
作
文
（
4
0
0
字
詰
め

原
稿
用
紙
3
枚
以
内
、
ワ
ー
プ
ロ

可
）
と
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
職
業
・
電
話
番
号
な
ど
を
記
入

し
た
書
類
を
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
。

※
選
考
結
果
は
、
後
日
通
知
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
2
7
印
西
市
大
森
2
3
5
6

―
3
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
平
成
　
年
1
月
1
日
ま
で
に
家
屋

25

を
取
り
壊
し
た
場
合
、
平
成
　
年
度

25

の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
（
未
登
記
家
屋
）
を
滅
失
（
取
り

壊
し
）
し
た
場
合
や
、
家
屋
の
滅
失

登
記
を
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
月
1
日
号
で
、
平
成
　
年
度
の

12

24

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
平
成
　
年
25

度
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
。

就
職
活
動
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
提
供

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
 

　
求
職
中
の
人
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
人
、

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
な
ど
、
若

者
で
就
職
を
希
望
す
る
人
で
、「
何

を
や
り
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」、

「
い
ろ
い
ろ
な
会
社
や
求
人
、
職
種

の
こ
と
を
知
り
た
い
」、「
応
募
書
類

に
不
安
が
あ
る
」、「
面
接
練
習
が
し

た
い
」
と
い
う
人
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
就
職
活
動
に
役
立
つ
各
種
セ
ミ

ナ
ー
、
求
人
情
報
の
提
供
、
適
職
診

断
、
個
別
相
談
、
書
類
添
削
、
模
擬

面
接
、
就
職
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
は
、
千
葉
県

が
設
置
し
た
施
設
で
す
。

■時 
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
・
午
前

9
時
～
午
後
5
時
。

■場 
　
船
橋
駅
前
F
A
C
E
ビ
ル
9
階
。

JR
■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/w
w
w
.c
c
jc
-n
e
t.o
r.jp
/~
j

o
b
cafe
/

）。

働
く
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

詠
平
成
　
年
分
の
所
得
税
額
を
証
明

24

す
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申

告
書
の
控
え
な
ど
）。

鋭
生
後
6
カ
月
未
満
で
入
園
と
な
る

場
合
の
み
、
産
休
明
け
保
育
児
用
問

診
票
。

※
入
園
申
込
書
な
ど
は
、
保
育
課
、

各
保
育
園
、
各
支
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

【
手
話
サ
ロ
ン
（
知
っ
て
い
る
手

話
を
使
い
な
が
ら
の
座
談
）】

■時 
1
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

18

30

4
時
。

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

※
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
（
隣
席
で
話
し
手

の
言
葉
を
要
約
し
て
紙
に
書
く
）
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
申
込
・
参
加
費
は
不
要
。

聞
こ
え
の
悪
い
人
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
　
印
旛
香
取
事
務
所
　
板

倉
（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3

8
5
・
胃
0
4
3
―
4
4
4
―
0
2

9
8
）。

食
事
の
介
助
に
つ
い
て
学
ぼ
う

～
家
族
介
護
者
教
室
～

　
市
で
は
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族

な
ど
を
対
象
に
、
介
護
に
対
す
る
知

識
や
技
術
の
普
及
を
目
的
と
し
て
家

族
介
護
者
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
食
事
の
介
助
に
つ
い
て

学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
介
護
食
や

食
事
介
助
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
当
日
は
、
え
ん
下
（
飲
み
込
み
）

体
操
や
食
事
介
助
の
仕
方
に
つ
い
て
、

実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
時
間
も

あ
り
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

24

30

3
時
　
分
（
受
け
付
け
は
1
時
～
）。

30

■場 
プ
レ
ー
ゲ
本
埜
通
所
介
護
事
業
所

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ゲ

本
埜
の
隣
）。

※
会
場
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対 
家
族
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
介
護
を
検
討
し
て

い
る
人
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
2
月
8
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■費 
無
料
。

■申 
予
約
制
、
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会（全

５
回
）

■時 
1
月
　
日
臥
、
2
月
9
日
臥
、　

26

23

日
臥
、
3
月
9
日
臥
、
3
月
　
日
23

臥
・
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
話
し
合
い
な

ど
を
通
じ
て
統
合
失
調
症
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
統
合
失
調
症
な
ど
重

度
の
精
神
疾
患
の
患
者
を
家
族
に
持

つ
人
で
、
原
則
5
回
の
学
習
会
に
参

加
可
能
な
人
。

■費 
無
料
。

■問 
わ
の
会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6

0
1
2
―
4
4
8
4
）。

成
年
後
見
制
度
の
説
明
会（第

2
回
）

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

19

30

正
午
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
成
年
後
見
制
度
の
活
用
編
。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
千
葉
県
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6
0
1
2

―
4
4
8
4
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
会
」と「
手
話
サ
ロ
ン
」

【
手
話
学
習
会
】

■時 
1
月
5
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

※
講
師
あ
り
。
O
H
P
要
約
筆
記

（
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
す
）
で
聞
こ
え
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
保
育
園
に
お
い
て
、
園

児
の
受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
5
月
以
降
も
入
園
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
、
希
望
月
の
前
月
　10

日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は

前
日
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2
1

～
2
2
3
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

心
の
整
理
術

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
相
談
～

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
・
精
神
障

が
い
な
ど
の
た
め
に
、
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
対
面
相
談

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

含
む
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

22

30

　
時
　
分
。

11

30

平成２５年（２０１３）１月１日号（８）

パート衛

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
5
）。

新
年
度
の
保
育
園
入
園
申
し
込
み

　
4
月
か
ら
新
た
に
保
育
園
入
園
を

希
望
す
る
人
の
申
し
込
み
を
、
受
け

付
け
ま
す
。

■時 
1
月
4
日
画
～
　
日
牙
・
8
時
　

31

30

分
～
午
後
5
時
　
分
（
土
・
日
曜
日
、

15

祝
日
を
除
く
）。

■場 
保
育
課
保
育
班
、
印
旛
支
所
、
本

埜
支
所
、
各
公
立
保
育
園
。

※
書
類
審
査
や
準
備
の
都
合
上
、
期

間
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■対 
表
1
の
①
～
⑥
い
ず
れ
か
の
場
合

で
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
証
明
書
が
必
要

で
す
。
①
～
⑥
の
詳
し
い
基
準
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
求
職
中
の
人
に
つ
い

て
も
、
4
月
か
ら
表
1
と
同
様
の
家

庭
状
況
と
な
る
予
定
の
場
合
、
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
が

保
育
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

胸
必
要
書
類
…
次
の
英
～
鋭
。

英
保
育
園
入
園
申
込
書
、
申
し
込
み

児
童
の
健
康
状
況
調
書
。

衛
父
･
母
･
祖
父
母
な
ど
の
就
労
証

明
書
や
診
断
書
な
ど
、
保
育
が
で
き

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
各
種
証
明

書
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
が

使
え
な
い
場
合
に
は

　
子
ど
も
医
療
の
対
象
者
（
0
歳
～

中
学
校
3
年
生
）
が
県
外
な
ど
で
受

診
し
た
医
療
費
や
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
が
使
え
な
い
医
療
機
関

で
受
診
し
た
医
療
費
は
、
保
護
者
に

対
し
て
償
還
払
い
を
し
て
い
ま
す

（
保
険
対
象
外
の
も
の
は
自
己
負

担
）。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の
…
健
康
保
険

証
で
支
払
っ
た
領
収
書
の
原
本
、
認

め
印
、
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関
の

通
帳
も
し
く
は
カ
ー
ド
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
受
給
券
、
入
院
の
場
合
に

は
健
康
保
険
組
合
の
付
加
給
付
金
支

払
通
知
な
ど
。

※
受
け
付
け
は
左
記
ま
で
。
郵
送
可
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

福
祉

胸表1 入園資格一覧胸
資　格番号

居宅外で仕事をしている場合①
居宅内で日常の家事以外の仕事をしている場合②
出産（出産予定月の前後2カ月）③
病気や負傷、または心身に障害がある場合④
長期にわたる病人や負傷者、心身に障害がある人を
常に介護している場合⑤

火災その他の災害の復旧にあたっている場合⑥

胸心のいずみ日程表胸
持ち物など内容会場日時

飲み物など
ミーティング、
制作活動

総合福祉
センター（竹袋）

1月11日画・
午前10時～正午

軽装、上履き
（スリッパ不可）、飲
み物など

運動松山下公園
総合体育館（浦部）

1月18日画・
午前10時～正午

エプロン・ふきん、
材料費500円程度調理保健福祉

センター（高花）
1月25日画・
午前10時～午後1時

胸市内保育園一覧胸
受け入れ月齢電話番号住　所園　名

６カ月以降碓４２ 2439大森３３７０番地大森保育園

公
立

６カ月以降碓４２ 2733木下１３４２番地４木下保育園

６カ月以降碓４６ 1873木刈六丁目２３番地木刈保育園

６カ月以降碓４６ 1874内野一丁目１２番地内野保育園

６カ月以降碓４６ 7011高花一丁目１０番地高花保育園

産休明け（生後５７日）以降碓４５ 0221西の原三丁目７番地西の原保育園

６カ月以降碓97 2935滝野三丁目2番地もとの保育園

産休明け（生後５７日）以降碓９７ 1383小林北五丁目１２番地２どんぐり保育園

私
立

産休明け（生後５７日）以降碓４７ 7566高花五丁目３番地銀の鈴保育園

産休明け（生後５７日）以降碓４７ 6600草深１１７７番地１８原山保育園

産休明け（生後５７日）以降碓98 1333萩原１917番地8山ゆり保育園

産休明け（生後５７日）以降碓49 4011牧の原三丁目1番地3牧の原宝保育園

産休明け（生後５７日）以降碓４６ 1329松崎５１７番地※認定こども園
しおん保育園（本園）

産休明け（生後５７日）以降～
平成23年4月1日生まれ（2歳児
クラス）

同上牧の原一丁目3番地
牧の原モア内※しおん保育園（分園）

※については直接契約となりますので、申込書および入園手続きについては、　しおん保育園に
　ご確認ください。

1月311月31日日牙牙はは国民健康保険国民健康保険税税・・
後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料・・介護保険料介護保険料のの

納期納期限限
　1月31日牙は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
の第7期および介護保険料の第6期納期限です。納め忘れの
ないようにお願いします。口座振替をご利用の人は、残高不
足のないようご確認ください。
　納付が困難な場合は、そのままにせず下記窓口で納付相談
をしてください。
【保険税（料）が未納の場合】
　保険税（料）を未納のままにすると、各保険サービスを利用す
る際に制限を受ける場合があります。
■問 【国民健康保険税について】国保年金課保険税班（緯内線
281～284）。
【後期高齢者医療保険料について】国保年金課高齢者医療年金
班（緯内線288・299）。
【介護保険料について】介護福祉課介護保険班（緯内線277）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

の
で
、
市
役
所
ま
た
は
各
支

所
へ
資
格
取
得
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
　
歳
前
に
就

20

職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
第
2
号
被

保
険
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
加
入
の
手
続
き
は
不

要
で
す
）。

※
国
民
年
金
の
加
入
は
誕
生

日
の
前
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人
は
3
月
　
日
か
ら
加
入
に

31

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は

3
月
分
か
ら
か
か
り
ま
す
。

　「学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」（
　
歳
未
満
）
な
ど

30

の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　
学
生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■対 
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で

あ
る
過
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
。

【
若
年
納
付
猶
予
制
度
】

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
人
で
、

30

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
学
生
納
付
制
度
も
若
年
納
付
制
度

も
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と

な
っ
た
と
き
に
「
追
納
制
度
」
を
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来
受
け
取

る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

年
金
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
お
よ
び
年
金
請
求
手
続
き
や
加

入
記
録
の
確
認
な
ら
び
に
そ
の
ほ
か

年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

胸
相
談
時
間
…
一
人
　
分
間
。

30

■時 
1
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

24

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
附
属
棟
2
階
　
会
議
室
。

25

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
1
月
　
日
牙
ま
で
に
、
左
記
ま
で

10

（
先
着
順
）。

※
申
し
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意

願
い
ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
制
度
の
ご
相
談
や
申
請
は
、

市
国
保
年
金
課
お
よ
び
各
支
所
で
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

（９）平成２５年（２０１３）１月１日号

も
で
き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

③
既
に
納
付
方
法
変
更
の
申
し
出
を

し
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

★
介
護
保
険
料
・
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
は
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）、
高
齢
者
医
療

年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
、
2
9
9
）。

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　
こ
の
制
度
は
医
療
と
介
護
の
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
全
員
（
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
全
員
）
が
1
年
間

（
平
成
　
年
8
月
～
平
成
　
年
7
月

23

24

末
ま
で
）
に
お
支
払
い
し
た
、
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を

合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
そ

の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に
は
、

順
次
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、

申
請
書
類
が
お
手
元
に
届
い
た
方
は
、

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
　
年
8
月
か
ら
平

23

成
　
年
7
月
末
ま
で
に
市
町
村
を
越

24
え
て
転
居
さ
れ
た
人
や
ほ
か
の
医
療

保
険
か
ら
移
ら
れ
た
人
に
は
お
知
ら

せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

8
9
・
2
9
9
）、
介
護
福
祉
課
介
護

保
険
班
（
緯
内
線
2
7
7
）。

「
平
成
　
年
分
公
的
年
金
等
の

24
源
泉
徴
収
票
」
の
送
付

　
平
成
　
年
中
に
厚
生
年
金
、
国
民

24

年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
み
な
さ
ん
に
、
平
成
　
年
中
に
支

24

払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
や
特
別
徴
収
さ

れ
た
保
険
料
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

「
平
成
　
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉

24

徴
収
票
」
が
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
、

今
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
い
た
源
泉
徴
収
票
は

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
り
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
と
き
や
、
源
泉
徴

収
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
と
き
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
で
す

の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■問 
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7

0
―
0
5
―
1
1
6
5
）、
I
P
電

話
（
緯
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
6

5
）。

　
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

20　
日
本
に
住
む
　
歳
か
ら
　
歳
未
満

20

60

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
国
民
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な

い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
あ

の
と
き
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、　
歳
に
な
る

20

人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
加

■問 
川
島
（
緯
碓47 
0
6
6
9
）。

怯
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央
会
員

募
集
　
一
緒
に
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ

ん
か
。
見
学
歓
迎
。

■時 
毎
週
日
曜
日
・
午
後
1
時
～
5
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■対 
老
若
男
女
、
初
心
者
歓
迎
。

■費 
入
会
金
2
街
0
0
0
円
、
月
謝

2
街
5
0
0
円
。

■他 
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
申
し
込
み
、
見
学
は
随
時
実
施
中
。

■問 
沢
崎
（
■携 
0
8
0
―
5
0
4
2
―

0
7
5
4
）。

怯
移
動
暴
力
相
談
所

　
　
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

(公財)
は
、
暴
力
団
追
放
意
識
の
普
及
と
暴

力
団
排
除
運
動
を
強
力
に
推
進
し
て

い
る
団
体
で
す
。
移
動
暴
力
相
談
所

で
は
、
相
談
者
の
立
場
に
な
っ
て
懇

切
に
納
得
の
い
く
よ
う
指
導
・
助
言

を
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

4
時
。

■場 
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
（
佐
倉
市

鏑
木
仲
田
町
8
―
１
）。

■問 
　
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

(公財)
事
務
局
（
緯
0
4
3
―
2
5
4
―
8

9
3
0
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2

0
―
0
8
9
3
5
4
・
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
1
4
.p
lala.o

r.jp
/b
o
u
t

su
i-ch
ib
a/

・
■メール b

o
u
tsu
-ch
ib

a@
o
p
al.p
lala.o

r.jp

）。

怯
戦
後
、
引
き
揚
げ
時
に
税
関

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど

の
返
還

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
が
、

現
地
の
在
外
公
館
や
、
上
陸
時
に
税

関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

■問 
横
浜
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官
室

（
緯
0
4
5
―
2
1
2
―
6
0
0

0
）。

怯
草
深
の
森
の
手
入
れ
と
冬
の

森
の
観
察
会

　
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇
場
が
共
催
で
、

森
の
手
入
れ
と
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午

26

10

（
集
合
は
午
前
9
時
　
分
に
、
草
深

30

の
森
駐
車
場
）。

■内 
手
入
れ
作
業
、
森
の
観
察
会
な
ど
。

■費 
3
0
0
円
（
子
ど
も
無
料
）。

※
作
業
後
、
温
か
い
豚
汁
と
お
に
ぎ

り
の
昼
食
を
提
供
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼

き
を
楽
し
み
ま
す
。

■申 
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
（
午
前
　
時
～

10

午
後
5
時
）。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
緯
／
胃
碓42 
4
1
4
3
・

■メール in
fo
@
rcn
-fo
ru
m
.o
rg

）。

怯
印
西
盆
栽
愛
好
会
「
新
春
梅

盆
栽
展
」

■時 
2
月
2
日
臥
、
3
日
蚊
・
午
前
9

時
　
分
～
午
後
4
時
。

30
■時 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■他 
当
日
ミ
ニ
盆
栽
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
付
を
年
金
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
に
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
全
員
が
　
歳
以
上
　
歳
以
下
の
世

65

74

帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
保
険
税

が
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期

75
高
齢
者
医
療
で
は
、
原
則
と
し
て
個

人
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
受
給
額
、
所
得
金
額
、

国
保
で
は
世
帯
要
件
な
ど
に
よ
り
、

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

★
納
付
方
法
を
年
金
の
特
別
徴
収
か

ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
変

更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
出
が

必
要
で
す
。

胸
申
し
出
期
限
…
1
月
　
日
牙
。

31

　
1
月
　
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し

31

出
は
、
4
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
4
月
分
以
降

の
年
金
か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

★
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

の
残
高
不
足
に
よ
る
振
替
不
能
が
続

く
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

★
申
し
出
方
法
…
①
既
に
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
認
め
印
と

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
た
に
　
歳
に
到
達
し
後
期
高
齢

75

者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
人
、

国
保
税
を
新
規
に
口
座
振
替
す
る
人
、

振
替
口
座
を
変
更
す
る
人
は
、
認
め

印
と
保
険
証
の
ほ
か
に
事
前
に
利
用

す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

手
続
き
を
行
い
、
本
人
控
え
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
で
の
申
し
出

国
保
・
年
金

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

剪
定
枝
の
粉
砕
機
、

生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
お
よ
び
剪
定
枝
の
減
量
化
、

資
源
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

剪
定
枝
粉
砕
機
（
エ
ン
ジ
ン
式
、
電

平成２５年（２０１３）１月１日号（１０）

パート詠

耐
震
相
談
会

　
市
で
は
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
た
め
、
千
葉
県
建
築
士

会
や
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
と

連
携
を
図
り
、
市
内
の
住
宅
・
建
築

物
を
対
象
に
、
耐
震
相
談
を
行
い
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
。

27

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

胸
相
談
可
能
な
内
容
…
市
内
に
建
つ

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震

設
計
・
耐
震
改
修
に
関
す
る
こ
と
。

　
た
だ
し
特
殊
構
造
・
大
規
模
の
建

築
物
は
相
談
員
の
手
配
が
で
き
る
場

合
に
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
に
は
図

面
な
ど
が
必
要
で
す
。
当
日
の
診
断

な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
申
込

時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

胸
相
談
時
間
…
一
件
当
た
り
　
分
～

30

1
時
間
程
度
。

胸
応
募
者
要
件
…
市
内
に
建
つ
住

宅
・
建
築
物
の
所
有
者
・
管
理
者
も

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会
を
開
催

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
家
庭
ご

み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
選
別
さ

れ
、
処
理
、
再
生
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。
こ
の
見
学
会
は
、
ご

み
の
分
別
と
、
減
量
化
の
大
切
さ
を

学
ぶ
た
め
、
ご
み
処
理
施
設
、
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人
。

■費 
無
料
。

胸
受
付
件
数
…
実
施
日
ご
と
に
先
着

順
4
件
程
度
。

■申 
1
月
　
日
俄
ま
で
に
、
左
記
ま
で

21

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
特

殊
構
造
・
規
模
の
建
築
物
は
二
週
間

前
を
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

6
）。

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
付

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
資
料
は
二
種
類
、
空
家
入
居

（
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・

10

常
時
（
毎
月
）
で
す
。
資
料
は
募
集

月
の
前
月
末
ご
ろ
か
ら
配
布
し
ま
す
。

胸
配
布
場
所
…
市
役
所
建
築
課
お
よ

び
各
支
所
、
中
央
駅
前
出
張
所
、
牧

の
原
出
張
所
。

　
資
料
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
、
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3
―
2

2
2
―
9
2
0
0
）
へ
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
。

タ
ー
で
発
生
す
る
余
熱
を
、
地
域
冷

暖
房
に
利
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
み
問
題
や
環
境
に

つ
い
て
学
習
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。
案
内
役
は
、
市
民

活
動
団
体
「
温
暖
化
防
止
印
西
」
が

努
め
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
午
後

14

4
時
（
午
前
9
時
ま
で
に
市
役
所
一

階
ロ
ビ
ー
集
合
、
受
け
付
け
後
バ
ス

で
移
動
）。

■内 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
一
般

廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
／
大
塚
）、
㈱

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
・
熱

供
給
事
業
本
部
（
焼
却
場
の
余
熱
を

利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
／
大
塚
）、

印
西
地
区
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
埋
め
立
て
処
分
／
岩
戸
）、
㈱
佐
久

間
・
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

中
間
処
理
／
松
崎
台
）、
㈱
印
旛
共

進
（
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
の
中
間
処

理
／
小
林
）。

■対 
市
民
。
■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30

■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
持
参
。

■申 
2
月
7
日
牙
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。

■時 
①
毎
週
火
曜
日
（
1
月
1
日
は
除

く
）・
午
前
　
時
～
正
午
、
②
毎
週
水

10

曜
日
（
1
月
2
日
は
除
く
）・
午
前

　
時
～
正
午
。

10■場 
①
印
旛
支
所
1
階
相
談
室
、
②
本

埜
支
所
1
階
相
談
室
。

■申 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓99 
2
5
0
1
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
1
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

17

30

3
時
　
分
。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
、
対

人
関
係
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
改

善
・
学
習
。

■対 
　
歳
～
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が
ち

15

35

な
若
者
と
そ
の
家
族
。

■申 
初
回
参
加
者
は
、
事
前
面
接
を
行

い
ま
す
。
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

相
談

環
境

糖
尿
病
性
腎
食
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

30
■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

2
枚
持
参
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

25

記
ま
で
。

■問 
健
康
増
進
課
成
人
保
健
班
（
緯
碓42 

5
5
9
5
）。

元
気
モ
リ
モ
リ
 〝
子
ど
も
の

ご
は
ん
〟出
前
健
康
講
座

■時 
2
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

15

10

3
時
（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

40

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
。

■内 
児
童
･
生
徒
を
持
つ
お
母
さ
ん
に
、

食
事
の
大
切
さ
や
メ
ニ
ュ
ー
作
り
の

食
事
で
防
ご
う
！生

活
習
慣
病
講
座

　
高
血
圧
、
脂
質
代
謝
異
常
、
高
血

糖
な
ど
生
活
習
慣
病
が
心
配
な
人
。

一
緒
に
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
講
義
（
健
康
食
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
）
お
よ
び
試
食
。

■対 
市
内
在
住
で
、
ご
本
人
、
家
族
の

生
活
習
慣
病
が
心
配
な
人
。
た
だ
し
、

健
康

剪定枝粉砕機（エンジン式剪定枝粉砕機（エンジン式））

剪定枝粉砕機（電気式剪定枝粉砕機（電気式））

生
ご
み
処
理

生
ご
み
処
理
機機

説明を聞きながら、実際のリサイクル処理作業を見説明を聞きながら、実際のリサイクル処理作業を見学学

　
放
射
線
物
質
に
よ
る
内
部
被
ば
く

の
状
況
を
皆
さ
ん
自
身
で
確
認
で
き

る
よ
う
、
妊
婦
と
高
校
生
相
当
ま
で

の
年
齢
に
あ
る
人
を
対
象
に
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
に
よ
る
内
部
被
ば

く
測
定
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
と
は
、

体
内
に
存
在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら

放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
を
体
外
に
設

置
し
た
検
出
器
を
用
い
て
計
測
す
る

も
の
で
す
。

■対 
測
定
日
に
印
西
市
に
住
民
票
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

煙
測
定
日
に
妊
娠
し
て
い
る
人
。

煙
高
校
生
相
当
ま
で
の
年
齢
に
あ
る

人
。
　
た
だ
し
、
乳
幼
児
で
測
定
が
困
難

な
場
合
は
、
生
活
を
共
に
し
て
い
る

保
護
者
が
代
わ
り
に
測
定
可
。
測
定

が
困
難
な
乳
幼
児
が
2
人
以
上
い
る

都
市

気
式
）、
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
、
促

進
を
図
る
た
め
機
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
機
器
の
貸
し
出
し
に
つ
き

ま
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
（
調
理
実

習
あ
り
）。

■対 
高
花
近
隣
に
住
む
保
護
者
。

■定 
　
人
。

20
■費 
3
0
0
円
程
度
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

を
持
参
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
、
左
記
へ
。

25

■問 
高
花
地
区
地
区
健
康
推
進
員
・
奥

山
（
■携 
0
9
0
―
9
8
5
4
―
5
1

2
6
）。

歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
研
修
会

　
千
葉
県
歯
科
医
師
会
で
は
歯
科
衛

生
士
復
職
支
援
を
目
的
と
し
、『
千

葉
県
歯
科
医
師
会
歯
科
衛
生
士
復
職

支
援
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
・
両
日
と

20

27

も
午
前
9
時
　
分
～
午
後
5
時
（
全

30

2
日
）。

■場 
千
葉
県
歯
科
医
師
会
館
（
千
葉
市

美
浜
区
）。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
歯
科
医
師
会
（
緯
0
4
3

―
2
4
1
―
6
4
7
1
）。

場
合
で
も
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
保

護
者
は
1
人
だ
け
。

胸
助
成
金
額
…
一
人
3
街
0
0
0
円

以
内
。
生
活
保
護
者
受
給
世
帯
の
人

は
、
一
人
6
街
0
0
0
円
以
内
。

※
一
人
1
回
の
み
。

胸
助
成
対
象
と
な
る
測
定
期
間
…
1

月
1
日
～
3
月
　
日
。

31

胸
測
定
機
関
…
指
定
は
、
あ
り
ま
せ

ん
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

■申 
4
月
1
日
俄
ま
で
に
、
測
定
結
果

が
確
認
で
き
る
書
類
と
領
収
書
の
原

本
、
振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の

通
帳（
本
人
か
同
世
帯
の
方
の
も
の
）

認
め
印
、
妊
婦
の
人
は
、
母
子
健
康

手
帳
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
班

（
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

 ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
測
定
費
用
を
助
成
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（１１）平成２５年（２０１３）１月１日号

春
植
え
用
山
行
苗
木
を
あ
っ
せ
ん

　
左
表
の
と
お
り
千
葉
県
森
林
組
合

よ
り
苗
木
の
あ
っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
購
入
希
望
者
は
、
1
月
　25

日
画
ま
で
に
農
政
課
ま
で
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

胸
納
品
予
定
日
…
3
月
中
旬
以
降
に

な
り
ま
す
。
納
品
日
が
決
定
次
第
、

胸山行苗木価格表胸
価格

（消費税込み）
規格

苗齢樹種
根本径苗高号数

105円7.0亜35唖１2年生スギ（実）
140円12.0亜60唖１

3年生スギ
（実） 120円9.０亜45唖３

105円3.0亜35唖１2年生ヒノキ
140円9.０亜60唖１

3年生ヒノキ
120円7.0亜45唖３
85円6.0亜25唖３2年生クロマツ
95円8.0亜35唖２

3年生クロマツ
90円7.0亜30唖３
85円6.0亜25唖３2年生アカマツ
95円8.0亜35唖２

3年生アカマツ
90円7.0亜30唖３

315円－120～　
150唖－－ケヤキ

260円－120唖位－－ナラ
260円－120唖位－－クヌギ
315円－120唖位－－エンジュ

申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。
苗
木
を
受

け
取
り
は
、
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

胸
代
金
の
支
払
い
…
納
品
日
以
降
に

森
林
組
合
へ
銀
行
振
り
込
み
で
お
願

い
し
ま
す
。

胸
注
意
事
項
…
価
格
表
は
一
本
単
位

の
金
額
で
す
が
、
取
り
ま
と
め
の
都

合
上
、　
本
単
位
で
申
し
込
み
を
お

25

願
い
し
ま
す
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

2
）。

そ
の
ほ
か

  外国人住民 の
がいこくじんじゅうみん

 人 にも
ひと

 住民票 が
じゅうみんひょう

 作成 されました 
さくせい

　「 住民基本台帳法 の
じ ゅ う み ん き ほ ん だ い ち ょ う ほ う

 一部 を
い ち ぶ

 改正 する
か い せ い

 法律 」（
ほ う り つ

 平成 21
へ い せ い

 年法律第 77
ね ん ほ う り つ だ い

 号 ）が
ご う

 施行 されることに
し こ う

 伴 い、
ともな

 平成 24
へ い せ い

 年 
ね ん

（2012 年 ）7
ね ん

 月 9 日
が つ

    （
ここのか

 施行日 ）から、
し こ う び

 外国人住民 （
が い こ く じ ん じ ゅ う み ん

 右 
う

 記 の解を
き

 参照 ）も
さんしょう

 住民基本台帳制度 の
じ ゅ う み ん き ほ ん だ い ち ょ う せ い ど

 適用対象 とな
て き よ う た い し ょ う

りました。これにより、 外国人住民 の
が い こ く じ ん じ ゅ う み ん

 人 にも、お
ひ と

 住 
す

まいの 市区町村 で「
し く ち ょ う そ ん

 住民票 」が
じゅうみんひょう

 作成 されました。
さ く せ い

■問  市民課 
し み ん か

 住民記録班 （緯
じ ゅ う み ん き ろ く は ん

 内線 234・237）。
な い せ ん

　 住民基本台帳 は、
じ ゅ う み ん き ほ ん だ い ち ょ う

 氏名 、
し め い

 生年月日 、
せ い ね ん が っ ぴ

 性別 、
せ い べ つ

 住所 、
じゅうしょ

 世帯主 との
せ た い ぬ し

 続柄 などが
つづきがら

 記載 された
き さ い

 住民 
じゅうみん

 票 を
ひょう

 編成 したもので、
へ ん せ い

 住民 のみなさんに
じゅうみん

 関 す
か ん

る 各種行政 サービスの
か く し ゅ ぎ ょ う せ い

 基礎 となるものです。
き そ

 住民票 の
じゅうみんひょう

 写 しの
う つ

 交付 などにより、
こ う ふ

 住民 のみな
じゅうみん

さんの 居住関係 を
き ょ じ ゅ う か ん け い

 公証 するとともに、
こうしょう

 住民 の
じゅうみん

みなさんに 関 するさまざまな
か ん

 事務 のために
じ む

 利 
り

 用 されています。
よ う

【英語】（えいご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/english03.pdf 
【韓国語】（かんこくご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/korean06.pdf 
【中国語・簡体字】（ちゅうごくご・かんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/chi_kan10.pdf  
【中国語・繁体字】（ちゅうごくご・はんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/chi_han14.pdf 
【スペイン語】（すぺいんご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/espanol18.pdf
【ポルトガル語】（ぽるとがるご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/portugues23.pdf
【英語】（えいご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/english04.pdf 
【韓国語】（かんこくご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/korean07.pdf 
【中国語・簡体字】（ちゅうごくご・かんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/chi_kan11.pdf  
【中国語・繁体字】（ちゅうごくご・はんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/chi_han15.pdf 
【スペイン語】（すぺいんご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/espanol19.pdf
【ポルトガル語】（ぽるとがるご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/pdf/portugues24.pdf

解 外国人住民 とは、
がいこくじんじゅうみん

 入管法上 の
にゅうかんほうじょう

 在留資格 を
ざいりゅうしかく
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【英語】（えいご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_english.html
【韓国語】（かんこくご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_korean.html
【中国語・簡体字】（ちゅうごくご・かんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_chi_kan.html
【中国語・繁体字】（ちゅうごくご・はんたいじ）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_chi_han.html 
【スペイン語】（すぺいんご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_espanol.html 
【ポルトガル語】（ぽるとがるご）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu_portugues.html 
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平成２５年（２０１３）１月１日号（１２）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

「お店屋さんごっこ」。対象：2歳～未就園児
とその保護者。当日自由参加。手さげ袋持参。

すこやか
　　キッズ

１8日画
11：00～11：45

中央駅前
地域交流館
（緯○４６ ５１１１）
旧中央駅前児
童館

「しおり作り」。対象：4歳～中学生（未就学児は保護者
と一緒に作ります）。定員20人。当日自由参加。

あそびの
　　ポケット

12日臥
14：00～16：00

バドミントンやボールなわとびをなどを用
意。対象：4～18歳未満（未就学児は保護
者同伴）。当日自由参加。上履き持参。

レクホールで
遊ぼう

毎週土曜日
13：30～16：45

対象：1歳6カ月～4歳の子とその保護者。
先着20組。手さげ袋持参。8日峨・10：00か
ら電話または窓口で受け付け。

ほっぺにチュッ！
「お買いもの
　　　　ごっこ」

31日牙
10：00～11：00

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンをしよう！対
象：小学生～高校生。当日自由参加。わんぱくランド毎週木曜日

１５：00～１６：45
対象：未就学児を持つ保護者。①10：00～
11：00（託児有10組）。②11：00～12：00
（保護者のみ10人）。9日我・10：00から電
話または窓口で受け付け。

コンタスペシャル
「タイ古式ヨガ」

29日峨
１0：00～１2：00

今月は、1月の壁面制作＆お正月遊び。対
象：未就学児とその保護者。当日自由参加。わんぱくタイム毎週金曜日

10：00～11：00
子ども
ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。対象：市内在住小
学生以上～高齢者。自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日（休所日を除く）
14：00～16：00

対象：子育て中の保護者。先着16人。託児有。
材料費600円（当日徴収）。8日峨・10：00か
ら電話または窓口で受け付け。

ママ講座
「ホームパーティー
　メニューを
　　　作ろう！」

2月13日我
10：00～13：00

（予定）

「リズム遊び」。当日自由参加。詳
細は、ぽんぽこ通信で。フルーツランド10日牙

11：00～11：40いんば児童館
（緯碓80 3950） 毛玉1玉、または毛糸代100円を持参。対

象：小・中学生。両日ともに先着10人。指あみマフラー２3日我・24日牙
15：00～16：00

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
「お店屋さんごっこ」。対象：０歳～１
歳児の子とその保護者。当日自由参
加。手さげ袋持参。

にこにこ
　　ハッピー

１8日画
10：00～10：45

中央駅前地域交
流館（子育て
ルーム）
（緯○４６ 5111）
旧中央駅前子育
て支援センター

みんなでハッピーバースデー！対
象：0歳～未就学児。５日臥10：00
から電話・窓口で受け付け。

１月の誕生会26日臥
11：00～

対象：0歳～未就学児とその保護者。
カレンダー作りとお話を楽しみま
しょう。テーマは【ハッピーバレン
タイン】。手・足型もとれます。当
日自由参加。時間内にいつでもどう
ぞ。

今日は何の日
おはなし
　　なあに？

30日我・31日牙
９：３0～1１：３0

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「安全のチェックポイント
～月齢別～」。当日受け付け。

バブバブ
　　クラブ

9日我・16日我・
23日我
9：00～

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：利用されている全保護者。お茶
をいただきながら、ホッとタイムを
過ごしましょう。10組。電話・窓口で
予約。

ふれあい
    お茶の会

18日画
10：00～１1：00

1月生まれのお友達をお祝いしま
しょう。対象：1月生まれのお友達。
電話・窓口で予約。

誕生会31日牙
11：00～

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は10：00～14：00ま
で開催。各コーナー遊びは、左記の
時間になります。当日自由参加。※
ランチルームとして12：00～12：
50まで児童館遊戯室を開放します。

簡単クラフト9日我、30日我
10：00～11：05

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう
10日牙、17日牙、

24日牙
10：00～11：30

手遊びやうた遊び
お話シアターなど

11日画、18日画、
25日画

11：30～11：45
「お正月遊びを楽しもう♪」です。
今月の手遊びは「ごんべさんのあか
ちゃん」「ゆらゆらタンタン」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水曜日～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４）

1月生まれのお友達をお祝いしま
しょう。対象：0歳児～未就学児と
その保護者。当日自由参加。

誕生会17日牙
13：00～13：20

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は１０：００～１５：
００まで開催。
金曜日は、専門の講師を招いて、親
子で楽しめる講座を開催します。詳
しくは、おたより「ぽんぽこ通信」
を参照。

手作りおもちゃ
        たことこま

毎週水曜日
１０：00～1５：00マメタの

ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなしわーるど毎週木曜日
１1：４0～1１：５５

講座デー毎週金曜日
１0：４0～１１：30

保育士と体操や手遊びをしたり、絵
本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
タイム

毎週火曜日～金曜日
1１：００～１１：３0

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

身長・体重測定ができます。赤ちゃ
ん用の身長・体重計もあります。

大きく
　なーれ！

１７日牙・18日画
９：００～11 ：30

対象：1歳未満児とその保護者。ふ
れあい遊びや絵本の紹介、看護師か
らのワンポイントアドバイスも。詳
しくは、おたより「ぽっかぽかだよ
り」を参照。

ママ友クラス16日我
10：3０～1１：３0

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：松本千恵子氏。対象：未就学児と
その保護者。定員14組。そのうち保育
は14人。参加費500円（材料費）。5日
臥・９：００から窓口で受け付け。

母親講座
「身体にやさしい
野菜料理に挑戦
パートⅢ」

２5日画
１0：30～１２：００

つどいの広場
（そうふけ
ふれあいの里
内・緯○４７ ７８８０）

対象：1歳半までの親子。先着15
組。5日臥・9：00から電話・窓口で
受け付け。詳しくは、つどいの広場
まで。

ミニチェリー
ランド「かわい
い鬼さんのお面
を作りましょう」

22日峨・２9日峨
11：00～

①お話・リズム・測定・歌ってラララ
ラン・絵本ガイド。②ベビーマッサー
ジ・エアロビクス・プリンランド・お
誕生日会・パパを楽しもう。

講座
①自由参加
②要申し込み

11：00～11：30
（毎月1回）

ふれあい遊びや読み聞かせ、お正月あ
そび、壁面制作、節分制作など行います。
対象：俄2歳～就学前児、我1歳児、画
0歳児。※誕生会は17日牙・10：30～。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

歯科衛生士から、歯磨きのポイントを学ぼう！対
象：①1歳児②0歳児③2歳～就学前児。定員：
15組。4日画・9:00から電話、窓口で受け付け

歯磨き講座
①9日我②11日画

③21日俄
1０：３０～11：３０

保育園の園長先生を交えて、お茶を飲
みながら日頃思っていることを話し
てみませんか。対象：０歳児～就学前
児とその保護者。当日自由参加。

母親講座
座談会

2９日峨
10：30～11：３0

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週月～金曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。

子育て相談＆
身体測定

専用のミニ庭園を自由に使うこと
ができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に開催。
親子制作・ダンス・ごっこ遊びな
ど。自由参加。詳しくは「しおん
ひろばだより」参照。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週火、金曜日
１０：10～１０：５０

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
身長・体重が自由に量れます。また、手形、
足形をとってカードに記録ができます。すくすく測定１5日峨～17日牙

９：０0～11：１５
山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

1月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とその
保護者。自由参加。

誕生会17日牙
11：00～11：30

節分の日にはかかせない、お面と枡をお
子さんと一緒に作れます。自由参加。節分の日制作25日画～31日牙

9：00～１１：15
※要予約。栄養士による講座と試食会。
詳しい内容はホームページ内の子育て
支援のページで毎月ご案内しています。

栄養相談
15日峨・22日峨・２9日

峨
1０：00～1２：00銀の鈴保育園

（かんがる～広
場・緯○４７ ７５６６）
※ホームページ
からも予約可。
活動のある日は、
１４：００まで部屋
を開放。

看護師による講座と健康相談、身体測定。
詳しい内容はホームページ内の子育て
支援のページで毎月ご案内しています。

発育相談
すこやか講座

10日牙・17日牙・24日
牙・31日牙

９：４５～1０：３0
制作・リズム・お話など。各種イベント参加
案内がある月もあり。詳しい内容はホーム
ページ内の子育て支援のページで毎月ご
案内しています。※今月の「親子英語教室」
は30日我です。電話で予約受け付け。

子育て支援
9日我・１6日我・
２3日我・30日我
９：４５～1０：３0

工作、昔遊び、凧あげ、福笑い、体育遊び
などを楽しみます。お誕生会15日峨。バ
ブバブよちよち18日画。詳しくは、さく
らだよりでお知らせします。

子育て支援
4日画・7日俄・
１5日峨・１8日画・
21日俄・２8日俄
1０：00～11：30

牧の原宝保育園
（さくら広場・
緯○４９ ４０１１）。

看護師による講座と健康相談を行い
ます。発育相談11日画・２2日峨

1０：00～11：30

12日臥パステル先着5組。お父さん
もご一緒にどうぞ。
25日画ピラティス先着6組。首が
座ってから1歳まで１人100円。
29日峨ベビーマッサージ先着10組。
ハイハイをする程度まで。バスタオ
ル持参。参加費300円（オイル代含
む）。予約はさくら広場まで。

申し込み制
講座

12日臥・25日画・
29日峨

1０：00～11：30

【公園で遊ぼう】11：00～11：45※屋外は、雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）

中央駅前地域交流館
（緯○４６ 5111）

集まれ！駅前
ひろば（親子
ふれあい遊び）

イオンモール３階イオンホール11日画
サザンプラザ22日峨
イオンモール３階イオンホール25日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）

鬼と
　あそぼう！

草深ふれあい文化館（原）22日峨
総合福祉センター（竹袋）29日峨

山ゆり保育園ぴよぴよクラブ
（緯○98 3773）

凧を作って
　　　遊ぼう萩原公園10日牙

西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）お正月遊び西の原公園8日峨

滝野子育て支援センター
（緯○97 1822）

親子ふれあい
遊び滝野子育て支援センター24日牙

日時（祝・休日除く）会　場
13日蚊、27日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）
２6日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）

12日臥、26日臥・1１：00～
5日臥、19日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

10日牙、17日牙、24日牙、31日牙・
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

19日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大きな絵本など、楽しいおは
なしをご用意してお待ちしています。
　1月の日程は下記のとおりです。

※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。

※各施設で子育てに関する相談も受け付けています。

　子ども発達センターでは、成長や発達に心配のあるお子さんの相談・
療育を行っています。お気軽にご相談ください。
■時 祝日休日を除く俄～画・9：00～17：00。
■場 保健福祉センター（高花）。
■問 子ども発達センター（緯碓40 6551）。

子ども発達センター

お知らせ
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転入者のみなさんへ

（１３）平成２５年（２０１３）１月１日号

夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付
受け付け９：４５～
開始１０：００～

高花保健センター
Ｈ24年7月生まれ

４カ月児相談8日峨
受け付け１３：30～
開始１３：45～Ｈ24年8月生まれ

受け付け９：４５～
開始１０：００～

中央保健センター

Ｈ24年5月～6月生まれもぐもぐ教室
（離乳食教室）

17日牙
受け付け１３：３０～
開始 １３：４５～Ｈ24年2月～3月生まれかみかみ教室 

（離乳食教室）

受け付け
１３：００～１３：15

開始
１３：００～

Ｈ23年5月～6月生まれ
１歳６カ月児　
　　　健診

16日我

高花保健センター
Ｈ23年6月生まれ25日画

Ｈ22年7月生まれ
2歳児
　　歯科健診

18日画

ふれあいセンター
いんばＨ22年6月～7月生まれ30日我

中央保健センターＨ21年6月～7月生まれ
３歳児健診

22日峨

高花保健センターＨ21年7月生まれ29日峨

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の
同伴が必要です。

碓伺 かかりつけ医を持ちましょう

胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０
歳
児

の
保
護
者
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診
票
が

届
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。
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●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

ふれあいセンターいんば10日牙

本埜保健センター１5日峨

高花保健センター21日俄

中央保健センター23日我

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っています。
担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中央保健セン
ターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

●パパママクラス1月対象は市内在住の初めて出産を迎える夫婦
　※申し込み制・定員24組

時　間内　容会　場日　付

１3:00～
　16:00

プレ子育て体験（沐浴・おむつ
の替え方など）※母子手帳持参

高花保健
センター26日臥

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　26日臥は8：30～12：30、31
日牙は、20：00まで、収納窓口を
開設しています。
　また、納付相談も随時行います。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用くだ
さい。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険料お
よび後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、納
付相談の場合は印鑑。
■問 市民税課収納管理班（緯内線３１６）、
国保年金課保険税班（緯内線281）、
国保年金課高齢者医療年金班（緯内
線299）、介護福祉課介護保険班（緯
内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
　市長と直接対話のできる市長談話室。
下表の日程（変更の場合あり）で開設
しています。予約は不要です。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

〇
1月23日我
市役所3階
市長応接室

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238・239

市役所会議棟２階

11日画、22日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【11日は当日8：45から会場で受け付け】※先着8人。
【22日は15日峨8：45から電話受け付け】※先着8人。

市民生活相談
市民生活相談員による日常の諸問題
（家族・近隣関係など）

11日画、22日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【11日は当日8：45から会場で受け付け】※先着10人。
【22日は15日峨8：45から電話受け付け】※先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・714

11日画
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から会場で受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）に
対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ 3306

市役所附属棟
2階

1月１峨、2日我および１４日華を除く
毎週月、火、水、金曜日

10：00～12：00、13：00～16：00
【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

ちば北総地域若者
サポートステーション
緯碓37 6844

24日牙
13：00～17：00
【電話で要予約】

若者サポートステーション出張相談
職業的自立を目指す若者（15～40
歳未満）やその保護者を対象とした
無料相談。

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

13日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会建設業部会によるリフォーム
などの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階
家庭児童相談室

1月１峨～３日牙および１４日華を除く
毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・
　　　　母子自立支援相談
家庭相談員・母子自立支援員による、
18歳までの子どもや母子家庭など
の問題についての各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
1月2日我、4日画を除く毎週水、金曜日
10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

1月１峨～３日牙および１４日華を除く
毎週月～金曜日

9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

1月１峨～３日牙および１４日華を除く
毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

17日牙、31日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

 企画政策 
き か く せ い さ く

 課 
か

 企画政策  班 
き か く せ い さ く  は ん

緯碓４２ 5111 内線 473
な い せ ん

 中央  駅前  地域  交流 
ちゅうおう え き ま え  ち い き  こうりゅう

 館 
かん

 第 3
だい

 水曜日 ・18：00～20：00
す い よ う び

 事前 に
じ ぜ ん

 電話 で
で ん わ

 予約 
よ や く 外国人 のための

が い こくじん

 無料相談 
むりょうそうだん

平成24年1月1日～平成24年11月３0日
死者数傷者数人身事故発生数
１５７人２５,６３５人２０,５６５件千 葉 県
３人５８３人４４５件印西警察署管内
３人３３９人２６２件印 西 市 内

全国死者数３，９０８人　千葉県－全国ワースト５位－

胸交通事故発生状況胸

平成24年11月３0日現在
昨年との
比較今年の累計11月

－１０件３８件３件火災
　４２件３,１１４件３０４件救急
－６件２８件１件救助

胸火災等発生件数（印西市内）

胸市役所本庁…12日臥・26日臥・（8：30～17：15）。
胸中央駅前出張所…5日臥・19日臥・（8：30～17：15）。

胸印旛支所…毎週土曜日・（8：30～12：00）。
胸滝野出張所…毎週土、日曜日・（8：30～17：15）

今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程
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（評）遠くの富士と、赤の濃淡
を成している背景が心に染み
る。一日の終わりをしみじみ
と感じる。

第21回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯優秀賞
怯印旛沼夕景
（印西市瀬戸「徳性院」）
怯太田克己（木下東）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

もちピザ

 上
手
に
飲
も
う
！
ア
ル
コ
ー
ル

－119－

いろいろ食べて生活習慣病予防
　材料（4人分）直径7㎝程度4枚分
もち3切れ、トマト中1個、ほうれん草30g、
ニンジン35g、ハム4枚、ピザ用チーズ100g、
サラダ油（焼き用）。
　作り方
①トマト・ハムは1㎝程度の角切り、ほうれん
草はゆでて1㎝の長さに切る。ニンジンはい
ちょう切りにして下ゆでをする。
②フライパンに油を少量入れ、もちを並べ、
ふたをして中火で蒸し焼きし、もちがやわら
かくなったら●1 を広げ、チーズをのせて焼く。
チーズが溶けたらできあがり。
※お正月に残ったもちを活用してみては。
★1人あたり栄養価
エネルギー174kcal、たんぱく質7.8g、脂質
15.5g、カルシウム174㎎、塩分1.1g。

印西市観光協会主催

平成２５年（２０１３）１月１日号（１４）

　
年
末
年
始
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
上
手
な

お
酒
の
飲
み
方
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

【
お
酒
の
い
い
と
こ
ろ
】

　
酒
は
百
薬
の
長
。
適
量
飲
む
こ
と

は
身
体
に
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
は
食
欲
の
増
進
、
疲
労
回

復
、
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。

【
適
量
っ
て
ど
の
く
ら
い
】

　
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
ビ
ー
ル
な

ら
中
瓶
1
本
（
5
0
0
悪
）、
日
本
酒

な
ら
1
合
（
1
8
0
悪
）
焼
酎
な
ら

0
・
6
合
（
1
1
0
悪
）、
缶
チ
ュ
ー

ハ
イ
な
ら
1
・
5
缶
が
目
安
で
す
。

女
性
や
　
歳
以
上
の
人
は
よ
り
少
量

65

の
飲
酒
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
週

に
2
回
の
休
肝
日
を
つ
く
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

【
飲
み
す
ぎ
る
と
百
害
に
】

　
飲
み
す
ぎ
る
と
脳
が
萎
縮
（
い

し
ゅ
く
）
し
、
注
意
力
・
判
断
力
・

記
憶
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
肝
硬
変
や
脂
肪
肝
、

消
化
器
障
害
、
が
ん
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
】

　
今
日
は
飲
ま
な
い
と
決
め
て
い
て

も
、
昼
間
か
ら
つ
い
飲
ん
で
し
ま
う
。

お
酒
が
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

不
安
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。
や

め
た
い
の
に
や
め
ら
れ
な
い
。
こ
ん

な
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
断

酒
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
適
量
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
飲
む
前
に
知
っ
て
お
こ
う
！
】

胸
「
酔
う
」
っ
て
な
あ
に

　
ア
ル
コ
ー
ル
で
脳
が
ま
ひ
す
る
こ

と
で
す
。
大
脳
の
働
き
が

抑
え
ら
れ
、
本
能
や
感
情

を
つ
か
さ
ど
る
脳
の
働
き

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
お
酒
を
飲
む
と

開
放
感
を
得
、
陽
気
に

な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

胸
お
酒
の
強
い
人
・
弱
い

人　
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で

酵
素
に
よ
っ
て
解
毒
さ
れ

ま
す
。
酵
素
の
働
き
が
活

発
か
そ
う
で
な
い
か
で
お

酒
に
強
い
・
弱
い
が
決
ま

り
ま
す
。
酵
素
の
働
き
は
、
親
か
ら

受
け
継
ぐ
遺
伝
子
と
、
年
齢
・
性
別
・

体
格
・
肝
臓
の
大
き
さ
・
体
内
の
水

分
量
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。

胸
食
べ
な
が
ら
飲
む
効
果

　
空
腹
で
飲
酒
す
る
と
、
食
道
や
胃

の
粘
膜
を
荒
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

お
つ
ま
み
を
食
べ
な
が
ら
飲
め
ば
身

体
へ
の
負
担
が
減
ら
せ
ま
す
。
最
適

な
食
材
は
粘
膜
を
保
護
し
ア
ル
コ
ー

ル
の
吸
収
を
ゆ
っ
く
り
に
す
る
た
ん

ぱ
く
質
や
脂
質
を
含
む
も
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン

が
失
わ
れ
や
す
い
の
で
、
そ
れ
ら
の

豊
富
な
野
菜
類
も
お
勧
め
で
す
。

（
枝
豆
・
サ
ラ
ダ
・
焼
き
鳥
・
刺
し

身
・
豆
腐
・
チ
ー
ズ
）
食
べ
過
ぎ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
酒
の
絶
対
や
っ
ち
ゃ
ダ
メ
】

胸
「
お
前
も
一
杯
飲
ん
で
み
る
か
」

と
大
人
が
未
成
年
に
お
酒
を
勧
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
未
成
年
の
飲
酒
の

き
っ
か
け
で
多
い
の
は
『
親
の
勧

め
』
で
す
。
脳
や
内
臓
が
未
熟
の
た

め
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
依
存
症

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胸
「
盛
り
上
が
る
か
ら
イ
ッ
キ
飲
み
」

急
激
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
危
険

で
す
。
一
気
に
脳
が
ま
ひ
し
、
意
識

消
失
や
最
悪
死
亡
す
る
こ
と
も
。

イ
ッ
キ
飲
み
を
す
る
こ
と
、
さ
せ
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

胸
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い
で

　
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
身
体
へ

の
影
響
が
強
く
で
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
肝
臓
に
も
二
重
の
負
担
に
な
る

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

胸
妊
娠
中
・
授
乳
中
に
お
酒
は
禁
物

　
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
飲
酒
は
赤

ち
ゃ
ん
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
、
母
乳
で
育
て

て
い
る
マ
マ
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
将

来
を
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

【
二
日
酔
い
に
な
っ
た
ら
】

　
水
分
を
多
く
取
り
、
糖
分
や
ビ
タ

ミ
ン
を
摂
取
す
る
と
解
毒
の
助
け
に

な
り
ま
す
。
肝
臓
の
血
流
を
増
や
す

た
め
、
横
に
な
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。
お
と
そ
気
分
も
ほ
ど
ほ
ど
に
。

　
今
年
の
　
月
に
、
市
の
ホ
ー
ム

10

ペ
ー
ジ
を
新
装
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
事
業
の
受
託
者
を
選
定
す
る
の
に
、

提
案
を
公
募
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
行
い
ま
し
た
。

　
先
日
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
事
業

者
に
よ
る
提
案
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
適
応
は
必
須
機
能
の
よ
う
で
す
。

特
に
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
基
準
と
し

た
表
示
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ

う
な
小
さ
な
画
面
に
、
そ
の
ま
ま
小

さ
く
表
示
す
る
の
で
は
な
く
、
横
幅

を
合
わ
せ
整
然
と
項
目
（
メ

ニ
ュ
ー
）
を
表
示
す
る
こ
と
に
苦
心

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
情
報
端
末
機
器
の
多
様
化
が
進

む
中
、
何
年
か
後
に
は
情
報
提
供
の

前
提
も
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
持
ち
運
び

可
能
な
機
器
へ
変
わ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
     碓TM 

碓碓202022 
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